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春日井市長

伊 藤   太

水道事業50年史
『水とともに50年』の発刊にあたり

　昭和32年4月に、市中心部鳥居松地区の約400世帯に給水を開始して以来、春日井市の
水道事業は安定した水の供給のため、これまで50年の歳月をかけて、給水区域の拡大と
施設の整備に努め、今日では市内のほぼ全域において、水道をご利用いただけるように
なりました。
　ここまで発展できましたことは、市民の皆様のあたたかいご支援・ご協力の賜と深く感
謝申し上げますとともに、先輩諸兄の長年にわたります並々ならぬご努力に敬意を表す
るものであります。
　人口の増加に比例して年々水需要が増加してまいりました。これに伴い、安定した水
の供給を図るため、町屋、知多、廻間に地下水の浄水施設を整備するとともに、愛知県
営水道からの受水も行い、水源を二元化し、供給水量の確保に努めてまいりました。
　また、高蔵寺ニュータウンが、日本住宅公団（現・都市再生機構）により開発され、同
地区の水道事業は同公団が担うこととなり、昭和43年5月から高蔵寺水道事業として運営
されることとなりました。これにより市内に二つの水道事業が存在することになりまし
たが、その後、市全体の給水サービスの均一化のため、平成12年4月1日に春日井市水道
事業として統合し、今日に至っています。
　50年の節目を迎え、日々の生活に欠くことのできないライフラインとしての使命を自
覚するとともに、水道水の安定的な供給のため、老朽施設の更新、耐震化などの今日的
な課題に取り組み、平成22年度を目標年次として、第7期拡張事業を実施しているところ
であります。これからも、水道事業の安定した運営と安全な水の安定した供給に努めて
まいりますので、今後なお一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げまして
ご挨拶といたします。
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春
日
井
市
は
、日
本
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
た
り
、市

の
東
南
部
は
、庄
内
川
を
境
に
瀬
戸
市
、名
古
屋
市

に
接
し
、西
部
か
ら
北
部
に
か
け
て
は
、西
春
日
井
郡

豊
山
町
、小
牧
市
、岐
阜
県
多
治
見
市
に
そ
れ
ぞ
れ

接
し
て
い
ま
す
。地
形
的
に
は
、東
西
に
長
く
16
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、南
北
に
１
３
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、尾
張
丘

陵
と
濃
尾
平
野
の
接
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
18
年
６
月
１
日
、勝
川
、鳥
居
松
、篠
木
、鷹

来
の
４
町
村
を
合
併
、市
制
施
行
当
初
は
、面
積

４
７
・
９
１
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、ま
た
昭
和
33
年
１

月
１
日
に
、旧
高
蔵
寺
町
２
３
・
８
６
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、旧
坂
下
町
２
１
・
２
６
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
併

せ
、市
の
面
積
は
９
３
・
０
３
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル（
平

成
２
年
10
月
１
日
国
土
地
理
院
に
よ
り
面
積
訂
正　

９
２
・
７
１
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）と
な
って
い
ま
す
。

　

気
候
は
、中
部
山
岳
の
影
響
を
受
け
、市
の
東
北

部
は
山
地
・
丘
陵
地
で
あ
る
た
め
、西
南
部
の
平
地
に

比
べ
て
降
水
量
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。全
般
に
、四

季
を
通
じ
て
比
較
的
変
化
の
少
な
い
恵
ま
れ
た
地
域

で
す
。

　

年
間
平
均
降
雨
量
は
約
１
５
０
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

で
、愛
知
県
下
の
各
地
と
比
較
し
て
み
る
と
雨
量
の

少
な
い
地
域
に
は
い
り
ま
す
。し
か
し
、高
蔵
寺
町
か

ら
坂
下
町
に
か
け
て
の
山
間
丘
陵
地
で
は
、暖
候
期

に
地
形
性
降
雨
が
あ
る
た
め
、雨
量
は
平
地
よ
り
も

若
干
多
く
な
って
い
ま
す
。

　

分
野
別
の
統
計
デ
ー
タ
の
現
況
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　

人
口
・
世
帯
数
は
、い
ず
れ
も
増
加
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、伸
び
は
鈍
化
し
て
お
り
、１
世
帯
あ
た
り
人

員
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、平

成
17
年
10
月
１
日
時
点
の
人
口
は
２
９
万
５
８
０
２

人
、世
帯
数
は
１
１
万
５
９
６
世
帯
と
な
って
い
ま
す
。

人
口
動
態
を
み
る
と
、自
然
動
態
・
社
会
動
態
と
も

に
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
が
、増
加
数
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

土
地
利
用
の
状
況
で
は
、平
成
16
年
に
お
い
て
は
、

市
域
の
２
２
・
５
％
が
住
宅
地
で
あ
り
、森
林
が
１
７
・

５
％
で
２
番
目
に
大
き
な
割
合
を
占
め
、以
下
、工
業

用
地
等
が
１
３
・
５
％
、道
路
用
地
が
１
３
・
１
％
と

続
い
て
い
ま
す
。近
年
で
は
、田
・
畑
や
森
林
の
面
積
は

年
々
減
少
し
、住
宅
地
や
工
業
用
地
等
が
増
加
し
て

き
て
い
ま
す
。市
街
化
区
域
は
、４
５
６
９
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
あ
り
、市
域
全
体
の
４
９
・
３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

都
市
基
盤
整
備
に
お
け
る
平
成
17
年
４
月
１
日
現

在
の
道
路
改
良
の
進
捗
率
は
８
４
・
３
％
、都
市
計
画

道
路
の
進
捗
率
は
７
７
・５
％
と
な
って
い
ま
す
。ま
た
、

平
成
18
年
３
月
31
日
現
在
の
市
民
１
人
当
た
り
の
都

市
公
園
面
積
は
１
１
・
３
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、県

や
全
国
の
水
準
を
上
回
り
、土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

施
行
中
も
含
め
49
地
区
で
実
施
さ
れ
、総
面
積
は

３
４
２
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、公
共
下
水
道
の
普
及

率
も
６
２
・
８
％
と
な
って
い
ま
す
。

　

交
通
で
は
、Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
、名
鉄
小
牧
線
等
が

市
内
を
通
り
、Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
に
は
、春
日
井
駅
始
め

５
つ
の
駅
が
あ
り
、そ
の
内
、高
蔵
寺
駅
の
利
用
者
が

最
も
多
く
、ま
た
、名
鉄
小
牧
線
で
は
味
美
駅
始
め

４
つ
の
駅
す
べ
て
の
乗
車
人
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。バ

ス
交
通
で
は
、Ｊ
Ｒ
東
海
、名
鉄
お
よ
び
か
す
が
い
シ

テ
ィ
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、道
路
交
通

網
で
は
、東
名
高
速
道
路
や
、東
名
阪
自
動
車
道
、中

央
自
動
車
道
の
ほ
か
、国
道
19
号
、１
５
５
号
、

３
０
２
号
な
ど
の
幹
線
道
路
が
市
域
を
通
る
な
ど
充

実
し
た
交
通
網
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

産
業
構
造
で
は
、近
年
、従
業
者
数
は
全
体
と
し

て
増
加
が
続
い
て
お
り
、第
１
次
産
業
、第
２
次
産
業

は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、第
３
次
産
業
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。特
産
品
と
し
て
は
サ
ボ
テ
ン
が
有
名

で
、苗
生
産
は
、全
国
の
80
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

文
化
面
で
は
、平
成
18
年
４
月
現
在
、密
蔵
院
多

宝
塔
を
始
め
と
す
る
４
件
が
国
の
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、そ
の
他
史
跡
や
建
造
物
、祭
り
・
芸
能
な

ど
84
件
が
市
・
県
の
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、平
安
時
代
の
三
跡
の一
人
、小
野
道
風

生
誕
の
地
と
伝
え
ら
れ
る
松
河
戸
町
に
、書
の
美
術

館
で
あ
る
道
風
記
念
館
を
整
備
し
、道
風
展
の
開
催

な
ど
を
通
じ
、「
書
の
ま
ち
春
日
井
」の
発
信
・
浸
透

に
努
め
て
い
ま
す
。

春
日
井
市
の
概
要
Kasugai City
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序

水
道
の
整
備
に
向
け
て　
安
心
し
て
使
用
で
き
る
水
道
を

自
家
用
井
戸
水
か
ら
伝
染
病
も

産
業
、火
災
防
止
か
ら
も
急
務

　

昭
和
20
年
代
後
半
ま
で
、多
く
の
家
庭
で
は
自

家
用
の
井
戸
を
掘
っ
て
生
活
用
水
に
し
て
い
ま
し

た
。し
か
し
、そ
れ
ら
の
家
庭
用
の
井
戸
は
浅
か
っ

た
た
め
、冬
の
渇
水
期
に
な
る
と
井
戸
枯
れ
し
て
使

え
な
く
な
っ
た
り
、ま
た
、飲
料
水
に
適
さ
な
い
水

質
の
も
の
も
多
く
、安
心
し
て
水
を
使
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昭
和
30
年
の
上
水
道
新
設
計
画
の
給
水
区
域
を

み
る
と
、総
戸
数
４
２
７
５
戸
に
対
し
て
井
戸
の
総

数
は
２
９
８
７
か
所
、１
・
４
３
軒
に
１
か
所
の
割
合

で
井
戸
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
う

ち
、年
間
を
通
じ
て
十
分
な
水
量
が
あ
る
井
戸
は

１
１
６
５
か
所
、全
体
の
３
９
・
０
％
と
半
分
以
下

で
し
た
。年
中
、水
量
が
不
足
し
て
い
る
井
戸
は

６
５
９
か
所
で
２
２
・
１
％
、そ
し
て
渇
水
期
に
な
る

と
枯
渇
し
て
全
く
使
え
な
く
な
る
井
戸
は

１
１
６
３
か
所
で
３
８
・
９
％
と
、全
体
の
４
割
近
く

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。ま
た
、飲
料
に
適
し
た
井
戸
は

１
０
８
４
か
所
で
、全
体
の
３
分
の
１
程
度
に
す
ぎ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
か
で
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
の
は
、飲
料
水

に
適
さ
な
い
井
戸
が
、赤
痢
な
ど
の
消
化
器
系
伝
染

病
の
伝
染
源
に
な
っ
た
こ
と
で
し
た
。昭
和
20
年
代

後
半
に
は
、赤
痢
や
し
ょ
う
紅
熱
が
急
増（
表
参
照
）

し
て
い
る
ほ
か
、疫
痢（
小
児
の
急
激
な
赤
痢
）、腸

チ
フ
ス
な
ど
も
少
数
な
が
ら
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
発
生
率
は
、上
水
道
施
設
を
持
つ
都
市
に
比
べ

て
高
く
、こ
の
対
策
の
た
め
に
、市
は
多
額
の
防
疫

費
を
使
って
い
ま
し
た（
表
参
照
）。

　

昭
和
30
年
代
前
半
、市
は
、名
古
屋
市
の
衛
星

都
市
と
し
て
、ま
た
工
業
地
帯
田
園
都
市
と
し
て
、

県
の
複
合
都
市
計
画
地
域
の
指
定
を
受
け
て
い
ま

し
た
。そ
れ
に
伴
い
、街
路
網
整
備
や
土
地
区
画
整

理
事
業
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
都
市
基
盤
整
備
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、王
子
製
紙
春
日
井
工

場
の
操
業
を
始
め
と
し
、大
工
場
の
市
へ
の
進
出
も

期
待
さ
れ
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、当
時
の
防
火
用
水
は
、井
戸
水
に
依
存
し

昭和25年度

昭和29年度

14

２６６

赤　痢

８

27

しょう紅熱

11

11

疫痢（小児の急激な赤痢）

市の伝染病患者数
（単位：人）
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て
い
ま
し
た
。井
戸
以
外
の
防
火
設
備
と
し
て
は
、

給
水
区
域
内
に
２
、３
か
所
の
貯
水
槽
を
設
置
し
て

い
ま
し
た
が
、実
際
の
火
事
に
対
し
て
、十
分
に
対

応
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。当
時
の

建
築
物
の
ほ
と
ん
ど
が
木
造
で
あ
っ
た
た
め
、強
風

の
さ
な
か
に
火
事
が
発
生
し
た
場
合
、延
焼
に
よ
る

被
害
が
極
め
て
大
き
く
な
る
と
予
測
さ
れ
ま
し
た
。

　

火
災
発
生
件
数
と
そ
の
損
害
額
を
み
て
み
る
と
、

増
加
し
て
い
ま
す（
表
参
照
）。

　

こ
の
よ
う
に
、市
に
と
って
上
水
道
の
新
設
は
、衛

生
、産
業
、そ
し
て
火
災
防
止
な
ど
の
観
点
か
ら
急

務
で
あ
り
、市
勢
の
発
展
と
市
民
の
福
祉
向
上
の

た
め
に
も
、そ
の
実
現
が
熱
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の「
い
つ
で
も
安
心
し
て
使
用
で
き
る
水

道
を
」と
い
う
声
を
受
け
て
、昭
和
30
年
３
月
、市

は
上
水
道
新
設
工
事
計
画
認
可
申
請
を
行
い
、同

年
11
月
15
日
に
厚
生
省（
現
・
厚
生
労
働
省
）の
認

可
を
受
け
、翌
31
年
９
月
に
工
事
に
着
手
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

0

50

100

150

200

250
（万円）

昭和25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

※昭和26年の勤労者世帯の月平均世帯収入は１万３,７９３円

市の防疫費の推移

昭和25年度

昭和26年度

昭和27年度

昭和28年度

昭和29年度

6件

11件

9件

12件

18件

137

216

185

253

323

発生件数 損害額

（単位：万円）

火災発生件数と損害額

水道課事務室

春
日
井
市
水
道
事
業
50
年
の
あ
ゆ
み

第
二
章
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鳥居松浄水場事務所

第１節

創
設
事
業　
水
道
事
業
の
始
ま
り

上
水
道
の
新
設
へ

最
初
は
４
０
０
世
帯
へ
給
水

　

認
可
申
請
の
た
め
の「
春
日
井
市
上
水
道
新
設

工
事
目
論
見
書
」に
よ
れ
ば
、王
子
町
の
市
役
所
内

に
事
務
所
を
置
き
、浄
水
場
は
鳥
居
松
町
１
丁
目

に
設
置
し
て
、場
内
に
電
解
式
急
速
ろ
過
機
、塩
素

注
入
室
、配
水
池
、配
水
ポ
ン
プ
室
を
つ
く
る
計
画

で
し
た
。

　

水
源
は
深
井
戸
で
、第
１
水
源
地
を
浄
水
場
内

に
、ま
た
第
２
水
源
地
を
瑞
穂
通
１
丁
目
に
置
き
、

取
水
量
は
１
日
あ
た
り
２
か
所
合
わ
せ
て
４
３
０
０

立
方
メ
ー
ト
ル
で
し
た
。

　

ま
た
、第
１
水
源
地
、第
２
水
源
地
そ
れ
ぞ
れ
に

取
水
ポ
ン
プ
を
設
置
し
、第
２
水
源
地
か
ら
は
、当

時
の
国
道
19
号（
現
・
県
道
内
津
勝
川
線
）お
よ
び

市
道
勝
川
大
泉
寺
線（
現
・
市
道
１
３
４
２
号
）を

経
て
浄
水
場
へ
至
る
送
水
管
路
を
整
備
す
る一
方
、

配
水
管
は
鳥
居
松
町
、月
見
町
を
経
て
菅
大
臣
町

に
至
る
東
部
配
水
本
管
と
、柏
井
町
、旭
町
、角
崎

町
を
経
て
勝
川
町
に
至
る
西
部
配
水
本
管
を
布
設

す
る
計
画
で
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、昭
和
49
年
度
を
計
画
目
標
年
度
と

定
め
、そ
の
時
点
の
給
水
普
及
率
を
70
％
と
し
、給

水
人
口
を
２
万
１
５
０
０
人
と
し
て
い
ま
し
た
。そ
し

て
、こ
の
計
画
に
は
多
量
に
水
を
使
用
す
る
工
場
な

ど
に
対
す
る
給
水
量
も
、全
て
含
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
計
画
に
基
づ
き
、昭
和
31
年
９
月
か
ら

始
ま
っ
た
上
水
道
新
設
工
事
は
、翌
32
年
１
月
に
は

鳥
居
松
浄
水
場
が一部
完
成
し
、同
年
４
月
８
日
に

鳥
居
松
町
、柏
井
町
、松
新
町
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
、

約
４
０
０
世
帯
に
給
水
を
開
始
し
ま
し
た
。こ
の
鳥

居
松
浄
水
場
か
ら
は
、昭
和
33
年
度
末
迄
に
約

５
０
０
０
戸
への
給
水
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
32
年
４
月
15
日
の
市
広
報
は
、最
初
の
給

水
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
。

『（
前
略
）新
装
な
る
浄
水
場
に
お
い
て
、４
月
８

日
午
前
10
時
、通
水
式
が
挙
行
さ
れ
、梅
村
市

長
が
入
れ
た
ス
イ
ッ
チ
に
よ
っ
て
、取
水
ポ
ン
プ

（
20
馬
力
）配
水
ポ
ン
プ（
30
馬
力
）が
一
斉
に
快

昭
和
31
年
〜
昭
和
35
年

（
西
暦
１
９
５
６
年
〜
１
９
６
０
年
）

鳥居松町・鳥居松浄水場水源の試験掘現場
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２
つ
の
簡
易
水
道
事
業
が
ス
タ
ー
ト

い
う
な
り
を
上
げ
始
め
た
。‥

‥

た
だ
し
、給
水

時
間
は
午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後
10
時
ま
で
の

時
間
給
水
で
あ
っ
た
。ポ
ン
プ
１
台
き
り
で
、終

夜
運
転
が
で
き
な
い
た
め
で
あ
っ
た
。（
後
略
）』

　

給
水
時
間
が
限
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、こ
れ
ま

で
井
戸
枯
れ
や
伝
染
病
の
心
配
の
あ
る
自
家
用
井

戸
水
に
頼
っ
て
き
た
市
民
が
、こ
れ
か
ら
は
安
定
し

た
き
れ
い
な
水
の
供
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
っ
た
喜
び
は
大
き
な
も
の
で
し
た
。

　

市
制
施
行
15
周
年
に
当
た
る
昭
和
33
年
１
月
、

市
と
高
蔵
寺
町
、坂
下
町
が
合
併
し
、市
の
面
積
は

９
３
・
０
３
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、人
口
は
７

万
１
５
８
６
人
と
一
挙
に
増
加
し
ま
し
た
。当
初
予

想
し
た
33
年
の
人
口
で
あ
る
約
１
万
９
０
０
０
人
に

比
べ
る
と
３
倍
以
上
の
大
幅
な
人
口
増
で
し
た
。こ

の
急
激
な
人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
、市
の
水
道
事
業

は
、よ
り
早
急
な
対
応
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
ず
、合
併
の
年
で
あ
る
昭
和
33
年
に
市
は
、東

部
の
高
蔵
寺
地
区
へ
給
水
す
る
た
め
公
営
東
部
簡

易
水
道
事
業
を
、翌
34
年
に
は
西
部
の
味
美
白
山

町
周
辺
地
区
へ
給
水
す
る
た
め
に
公
営
西
部
簡
易

水
道
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
新
た
な
簡
易
水
道
事
業
に
加
え
て
、水

道
事
業
の
計
画
見
直
し
を
行
い
、目
標
年
度
で
あ

る
昭
和
49
年
に
そ
の
給
水
普
及
率
を
70
％
と
見
込

ん
で
い
ま
し
た
が
、実
際
に
は
昭
和
41
年
に
超
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

計 画 給 水 区 域 ことぶき町、八事町、月見町、鳥居松町の一部、柏井町の一部、松新町、八光町の一
部、勝川町の一部、角崎町、神明町の一部、大和通の一部、若草通の一部、乙輪町
の一部、関田町の一部、菅大臣町の一部、旭町の一部

昭和49年度
2万1,500人（昭和49年度）
4,300m3

深井戸からの地下水
鳥居松町1丁目、瑞穂通1丁目
電解式急速ろ過方式
昭和31年度～34年度
昭和31年9月～35年3月31日
1億2,600万円
1億5,818万円

鳥居松町・鳥居松浄水場

計 画 目 標 年 度

給 水 人 口

1 日 最 大 給 水 量

水 源 の 種 別

取 水 地 点

浄 水 方 法

工事期間

事 業 費

計 画 期 間

実 施 期 間

予 定 総 額

実 施 総 額

創設事業計画

春
日
井
市
水
道
事
業
50
年
の
あ
ゆ
み

第
二
章
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第２節

第
１
期
拡
張
事
業　
給
水
区
域
の
拡
大

水
需
要
の
増
加

鳥
居
松
配
水
場（
前
・
浄
水
場
）の
増
設

瑞穂通・上水道本管布設

　

創
設
事
業
は
昭
和
35
年
３
月
に
竣
工
し
ま
し
た

が
、当
初
は
、配
水
ポ
ン
プ
が
１
台
し
か
な
か
っ
た
た

め
連
続
運
転
が
不
可
能
で
、午
前
７
時
30
分
か
ら

午
後
10
時
ま
で
の
時
間
給
水
で
し
た
。ま
た
、予
備

電
源
設
備
が
な
か
っ
た
た
め
、停
電
の
た
び
に
断
水

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、計
画
か
ら
除
か
れ
て
い
た
未
給
水
地
域
に

住
宅
が
建
ち
始
め
た
結
果
、隣
家
ま
で
は
水
道
が

利
用
で
き
る
の
に
、新
し
く
建
っ
た
家
は
水
道
が
利

用
で
き
な
い
と
い
う
事
態
も
生
じ
て
き
ま
し
た
。

　

市
で
も
都
市
化
が
進
む
と
と
も
に
、産
業
活
動

も
活
発
に
な
り
は
じ
め
て
い
ま
し
た
。ち
ょ
う
ど
こ

の
こ
ろ
か
ら
日
本
は
高
度
経
済
成
長
時
代
に
突
入

し
、多
く
の
人
々
が
都
市
へ
と
移
動
し
て
き
た
た
め
、

市
の
人
口
も
増
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、市
民
生
活
で
は
、昭
和
30
年
頃
か
ら
白
黒

テ
レ
ビ
、洗
濯
機
、冷
蔵
庫
と
い
う
３
種
類
の
家
電

製
品
が「
三
種
の
神
器
」と
し
て
憧
れ
の
存
在
に
な

り
、そ
れ
ま
で
洗
濯
板
な
ど
を
用
い
て
い
た
洗
濯

を
、文
明
の
利
器
で
あ
る
洗
濯
機
に
よ
り
自
動
的

に
洗
う
た
め
に
、新
た
に
多
く
の
水
を
必
要
と
し
ま

し
た
。こ
れ
ら
急
激
な
社
会
経
済
環
境
の
変
化
に
お

い
て
、水
需
要
は
ま
す
ま
す
増
大
す
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
と
し
て
、創
設
事
業
で

整
備
し
た
給
水
能
力
で
は
、今
後
の
水
需
要
に
対

応
で
き
な
く
な
る
懸
念
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。そ
の

た
め
、市
は
新
た
な
水
需
要
に
十
分
対
応
で
き
る

よ
う
に
設
備
を
増
設
す
る
と
同
時
に
、篠
木
町
、柏

原
町
地
区
な
ど
に
給
水
区
域
を
拡
大
す
る
事
業
計

画
を
立
て
ま
し
た
。そ
し
て
、昭
和
35
年
２
月
に
は

厚
生
省
の
認
可
を
受
け
、同
年
４
月
に
第
１
期
拡

張
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

第
１
期
拡
張
事
業
で
は
、瑞
穂
通
お
よ
び
若
草

通（
既
設
第
２
水
源
の
東
と
西
）に
、そ
れ
ぞ
れ
口

径
３
０
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、深
さ
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の

深
井
戸
を
１
か
所
ず
つ
設
け
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
っ

て
、水
源
は
既
設
の
深
井
戸
２
か
所
を
併
せ
て
合
計

昭
和
35
年
〜
昭
和
39
年

（
西
暦
１
９
６
０
年
〜
１
９
６
４
年
）

神屋町・坂下浄水場
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高
度
経
済
成
長
時
代
の
始
ま
り 鳥居松浄水場・ディーゼル発電機

４
か
所
と
な
り
ま
し
た
。

　

浄
水
施
設
に
は
、重
力
式
急
速
ろ
過
装
置
を
新

設
し
ま
し
た
。浄
水
場
に
導
か
れ
た
原
水
は
、既
設

ろ
過
電
解
槽
と
第
１
期
拡
張
事
業
で
新
設
し
た
混

和
池
、沈
殿
池
を
経
て
急
速
ろ
過
槽
に
入
り
、鉄

分
を
除
去
し
て
塩
素
滅
菌
を
施
し
た
の
ち
、配
水

池
に
導
水
し
ま
し
た
。配
水
池
は
２
３
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
を
溜
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
新
た
に

設
け
ま
し
た
。１
３
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
既
設
配

水
池
と
比
べ
る
と
、新
設
さ
れ
た
配
水
池
は

１
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
も
多
く
溜
め
ら
れ
る
も
の

で
し
た
。ま
た
、配
水
ポ
ン
プ
を
新
た
に
４
台
設

け
、既
設
の
４
台
と
併
せ
て
合
計
８
台
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
整
備
を
進
め
、昭
和
37
年
に
は
鳥

居
松
配
水
場
の
増
設
が
完
了
し
ま
し
た
。こ
の
ほ

か
、同
年
に
は
、坂
下
町
周
辺
地
区
へ
の
給
水
を
行

う
た
め
、公
営
坂
下
地
区
広
域
簡
易
水
道
事
業
の

整
備
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

昭
和
39
年
３
月
に
は
、篠
木
町
地
区
か
ら
朝
宮

町
地
区
に
か
け
て
給
水
地
域
を
拡
大
し
、市
の
中

心
か
ら
西
部
に
か
け
て
の
区
域
で
給
水
を
始
め
、第

１
期
拡
張
事
業
は
完
了
し
ま
し
た
。ま
た
、公
営
坂

下
地
区
広
域
簡
易
水
道
事
業
の
整
備
も
順
調
に
進

み
、坂
下
町
、神
屋
町
周
辺
地
区
へ
の
給
水
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

昭
和
33
年
か
ら
36
年
に
か
け
て
の
岩
戸
景
気
、

さ
ら
に
は
昭
和
40
年
か
ら
５
年
近
く
続
く
い
ざ
な

ぎ
景
気
と
、本
格
的
な
高
度
経
済
成
長
時
代
の
始

ま
り
を
背
景
と
し
て
、企
業
は
ま
す
ま
す
設
備
投

資
を
増
強
し
て
い
き
ま
し
た
。一
方
、市
民
は
３
Ｃ

（
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、ク
ー
ラ
ー
、カ
ー
の
３
種
類
の
耐
久

消
費
財
）と
呼
ば
れ
る「
新
三
種
の
神
器
」を
望
む

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。生
活
が
便
利
に
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
、暮
ら
し
の
中
で
も
水
道
水
を
必
要
と
す

る
シ
ー
ン
は
急
速
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

計 画 給 水 区 域 篠木町、穴橋町、林島町、菅大臣町、浅山町、小木田町、関田町、梅ヶ坪町、貴船町、
割塚町、乙輪町、六軒屋町、弥生町、上八田町、下八田町、鳥居松町、瑞穂通、柏
原町、下津町、若草通、柏井町、杁ヶ島町、篠田町、下条町、上条町、中切町、八幡
町、八光町、旭町、妙慶町、神明町、勝川新町、天神町、大和通、惣中町、勝川町、
松河戸町、長塚町、追進町、春見町、朝宮町

昭和52年度
3万7,500人（昭和52年度）
9,000m3

深井戸からの地下水
瑞穂通、若草通
重力式急速ろ過方式
昭和35年度～38年度
昭和35年4月1日～39年3月31日
1億3,600万円
1億5,673万円

計 画 目 標 年 度

給 水 人 口

1 日 最 大 給 水 量

水 源 の 種 別

取 水 地 点

浄 水 方 法

工事期間

事 業 費

計 画 期 間

実 施 期 間

予 定 総 額

実 施 総 額

第1期拡張事業計画

春
日
井
市
水
道
事
業
50
年
の
あ
ゆ
み

第
二
章
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第３節

第
２
期
拡
張
事
業　
さ
ら
な
る
給
水
区
域
の
拡
大

市
北
西
部
へ
の
給
水

町
屋
配
水
場
が
完
成

　

第
１
期
拡
張
事
業
は
昭
和
39
年
の
完
成
を
目
指

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、当
時
未
給
水
地
区
の

八
田
川
東
地
区
一
帯
に
各
種
の
工
場
が
建
設
さ
れ
、

そ
れ
に
伴
う
住
宅
の
建
設
も
増
加
の一
途
を
た
ど
っ

て
い
た
た
め
、使
用
水
量
は
増
え
続
け
る
ば
か
り
で

し
た
。ま
た
、下
原
町
か
ら
大
手
町
、牛
山
町
に
か

け
て
の
市
北
部
地
区
の
自
家
用
井
戸
は
、十
分
な
深

さ
が
な
い
た
め
、鉄
分
を
多
く
含
み
、飲
料
水
と
し

て
は
良
質
で
な
い
う
え
、水
量
も
不
十
分
で
し
た
。

　

そ
の
後
の
こ
の
地
区
の
発
展
を
考
え
た
と
き
、環

境
衛
生
上
と
防
火
対
策
、お
よ
び
工
場
用
水
の
規

則
の
う
え
か
ら
も
、水
道
の
布
設
は
極
め
て
急
を

要
す
る
状
況
で
し
た
。そ
の
た
め
、こ
の
地
区
一帯
を

給
水
区
域
と
す
る
拡
張
計
画
を
立
て
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。ま
た
、西
高
山
・
前
並
簡
易
水
道
組

合
で
運
営
し
て
い
た
事
業
の
廃
止
統
合
も
併
せ
て

行
い
ま
し
た
。

　

昭
和
37
年
12
月
、厚
生
省
か
ら
第
２
期
拡
張
事

業
計
画
の
認
可
を
受
け
、第
１
期
拡
張
事
業
の
さ

な
か
で
あ
っ
た
昭
和
38
年
10
月
に
、平
行
し
て
事
業

に
着
手
し
ま
し
た
。事
業
の
柱
は
、町
屋
町
と
田
楽

町
の
２
か
所
に
水
源
地
を
新
た
に
設
け
る
と
と
も

に
、町
屋
町
の
第
１
水
源
地
に
併
設
し
て
急
速
ろ

過
装
置
と
配
水
池
を
整
備
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

第
１
水
源
と
し
て
は
、町
屋
町
地
内
に
深
さ

２
０
７
メ
ー
ト
ル
の
深
井
戸
１
か
所
を
設
け
、そ
の

能
力
と
し
て
は
、口
径
１
０
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、30
馬

力
の
水
中
モ
ー
タ
ー
ポ
ン
プ
に
よ
っ
て
１
日
最
大

１
９
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
を
取
水
す
る
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、第
２
水
源
を
大
手
町
地
内
に
設
け
、第
１

水
源
と
同
様
に
深
井
戸
１
か
所
を
掘
り
、水
中
モ
ー

タ
ー
ポ
ン
プ
に
よ
り
１
日
最
大
２
１
０
０
立
方
メ
ー

ト
ル
を
取
水
し
、そ
れ
を
浄
水
施
設
に
導
水
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

浄
水
施
設
に
は
、１
日
最
大
４
０
０
０
立
方
メ
ー

ト
ル
の
ろ
過
能
力
を
持
つ
重
力
式
急
速
ろ
過
装
置

を
設
け
、そ
こ
で
深
井
戸
か
ら
の
原
水
を
ろ
過
し
た

の
ち
、場
内
に
設
け
た
貯
水
容
量
１
２
０
０
立
方

昭
和
38
年
〜
昭
和
41
年

（
西
暦
１
９
６
３
年
〜
１
９
６
６
年
）

鳥居松町・鳥居松配水場 配水池増設施工状況
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銭
湯
か
ら
内
湯
へ

メ
ー
ト
ル
の
配
水
池
に
導
き
、配
水
ポ
ン
プ
３
台
に

よ
って
給
水
区
域
内
に
圧
送
し
ま
し
た
。

　

重
力
式
急
速
ろ
過
装
置
は
、内
部
に
砂
面
清
掃

翼
、ろ
過
床
、ス
ト
レ
ー
ナ
ー
を
内
蔵
し
、ろ
過
層
は

有
効
径
０
・
４
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、厚
さ
７
０
０
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
マ
ン
ガ
ン
砂
、お
よ
び
径
１
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

か
ら
20
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、厚
さ
４
０
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

の
砂
か
ら
な
って
い
ま
し
た
。

　

配
水
池
の
大
き
さ
は
、長
さ
が
約
17
メ
ー
ト
ル
、

幅
が
約
９
メ
ー
ト
ル
、深
さ
が
約
５
メ
ー
ト
ル
、容
量

は
約
６
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
２
つ
あ
り
、計

画
日
最
大
使
用
量
の
７
時
間
分
に
あ
た
る
１
２
０
０

立
方
メ
ー
ト
ル
を
貯
水
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
配
水
池
は
、地
形
上
自
然
流
下
に
よ
る
配

水
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、内
法
長
約
８
メ
ー
ト
ル
、

幅
が
約
４
メ
ー
ト
ル
、深
さ
が
約
５
メ
ー
ト
ル
の
配

水
ポ
ン
プ
井
を
配
水
池
に
隣
接
し
て
設
け
、加
圧
し

て
配
水
し
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
配
水
ポ
ン
プ
を
収

め
た
施
設
は
１
３
２
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
が
あ

り
、施
設
内
に
は
、ポ
ン
プ
室
の
ほ
か
、配
電
操
作

室
、補
助
電
源
室
、器
材
庫
、仮
眠
室
を
設
け
、浄

水
・
配
水
の
運
転
管
理
を
行
って
い
ま
し
た
。

　

第
２
期
拡
張
事
業
が
完
了
し
た
昭
和
41
年
３
月

に
、こ
れ
ら
急
速
ろ
過
装
置
や
配
水
施
設
を
備
え

た
町
屋
配
水
場
か
ら
、市
の
中
心
部
お
よ
び
西
部
・

北
部
地
域
に
か
け
て
の
給
水
を
始
め
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
代
前
半
か
ら
、家
庭
で
入
浴
が
で
き

る
内
湯
が
増
え
た
た
め
、銭
湯
の
軒
数
は
次
第
に
減

少
し
て
い
き
ま
し
た
。愛
知
県
内
の
銭
湯
数（
括
弧

内
は
大
人
の
入
浴
料
金
）は
昭
和
34
年
７
９
３
軒

（
16
円
）、40
年
８
１
２
軒（
28
円
）と
増
加
し
て
い
ま

す
が
、51
年
６
８
０
軒（
１
１
０
円
）と
減
り
始
め
、

60
年
に
は
、５
４
２
軒（
２
４
０
円
）に
な
って
い
ま
す
。

　

第
２
期
か
ら
第
３
期
の
拡
張
事
業
が
行
わ
れ
た

時
期
は
人
々
の
住
宅
様
式
の
変
化
に
よ
り
、一
般
の

家
庭
内
に
風
呂
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
始
め
、銭

湯
か
ら
内
湯
へ
の
移
行
期
で
、１
戸
あ
た
り
の
水
道

使
用
量
が
増
加
の一途
を
た
ど
って
い
ま
し
た
。

計 画 給 水 区 域 田楽町、上田楽町、町屋町、岩野町、大手田酉町、大手町、牛山町、鷹来町、桃山町、
西山町、下原町、南下原町、東野町、東山町、西島町、西八田町、四ツ家町、西屋町、
新開町、前並町、宮町、高山町、西高山町、如意申町、稲口町

昭和54年度
5万4,000人（昭和54年度）　
13,000m3

深井戸からの地下水
町屋町、田楽町
重力式急速ろ過方式
昭和38年度～40年度
昭和38年10月1日～41年3月31日
2億900万円
1億1,190万円

計 画 目 標 年 度

給 水 人 口

1 日 最 大 給 水 量

水 源 の 種 別

取 水 地 点

浄 水 方 法

工事期間

事 業 費

計 画 期 間

実 施 期 間

予 定 総 額

実 施 総 額

第2期拡張事業計画

鳥居松町２期拡張工事起工式

春
日
井
市
水
道
事
業
50
年
の
あ
ゆ
み

第
二
章
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第４節

第
３
期
拡
張
事
業　
総
合
的
な
水
道
整
備
へ

簡
易
水
道
事
業
の
統
合

知
多
配
水
場
、廻
間
送
水
場
・
配
水
場
整
備

　

第
３
期
拡
張
事
業
は
、昭
和
38
年
12
月
に
厚
生

省
の
認
可
を
受
け
、39
年
６
月
か
ら
工
事
に
着
手

し
ま
し
た
。西
部
地
区
で
は
味
美
土
地
区
画
整
理

事
業
地
内
へ
の
給
水
と
、こ
れ
に
関
連
す
る
西
部
簡

易
水
道
の
統
合
を
行
い
、東
部
地
区
で
は
、高
蔵
寺

簡
易
水
道
と
大
泉
寺
簡
易
水
道
の
市
水
道
へ
の
統

合
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、廻
間
町
か
ら
白
山
町
、

神
領
町
に
か
け
て
の
区
域
へ
の
給
水
整
備
を
行
う

計
画
も
立
て
ま
し
た
。

　

し
か
し
、第
３
期
拡
張
事
業
区
域
内
で
は
、西

部
地
区
の
味
美
第
２
土
地
区
画
整
理
事
業
、東
部

地
区
の
高
蔵
寺
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業
等
が

始
ま
り
、急
速
な
住
宅
建
設
が
進
み
つ
つ
あ
っ
た
た

め
、昭
和
40
年
、第
３
期
拡
張
事
業
計
画
を
変
更

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
３
期
拡
張
事
業
は
西
部
と
東
部
に
大
別
さ
れ

ま
す
。

　

西
部
地
区
に
新
た
に
設
け
た
水
源
は
、味
美
知

多
町
の
第
１
水
源
、味
美
花
長
町
の
第
２
水
源
、

稲
口
町
の
第
３
水
源
の
合
計
３
か
所
の
深
井
戸
で
、

既
設
の
西
部
簡
易
水
道
水
源
を
補
助
水
源
と
し

ま
し
た
。第
１
水
源
地
内
に
は
浄
水
施
設
、配
水

池
・
配
水
ポ
ン
プ
施
設
を
新
設
し
、加
圧
直
送
に

よ
っ
て
配
水
を
行
う
計
画
で
し
た
。市
西
部
地
区
へ

の
給
水
の
要
と
な
る
こ
の
知
多
配
水
場
は
昭
和
41

年
８
月
に
完
成
し
、味
美
花
長
町
な
ど
に
給
水
を

始
め
ま
し
た
。

　

東
部
地
区
で
は
、廻
間
町
の
第
１
水
源
、庄
名
町

の
第
２
・
４
水
源
、坂
下
町
の
第
３
水
源
の
合
計
４

か
所
の
深
井
戸
を
水
源
と
し
ま
し
た
。

　

第
１
水
源
地
に
浄
水
施
設
と
送
水
施
設
を
設

け
、他
の
３
か
所
の
水
源
か
ら
導
水
し
た
原
水
を
併

せ
て
浄
水
処
理
し
た
後
、別
に
設
け
た
配
水
池
か

ら
自
然
流
下
に
よ
り
配
水
す
る
計
画
で
し
た
。こ
の

廻
間
送
水
場
と
廻
間
配
水
場
は
、昭
和
42
年
６
月
、

43
年
３
月
に
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、西
部
、東
部
の
両
地
域
で
配
水
管
の
整

備
を
進
め
、昭
和
45
年
３
月
に
第
３
期
拡
張
事
業

昭
和
39
年
〜
昭
和
45
年

（
西
暦
１
９
６
４
年
〜
１
９
７
０
年
）

廻間町・廻間送水場
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が
完
了
し
ま
し
た
。

　

市
の
人
口
増
加
は
、昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
急

速
に
始
ま
り
、特
に
43
年
か
ら
50
年
に
か
け
て
は
、

毎
年
約
１
万
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。一
方
、土
地
区

画
整
理
事
業
は
、昭
和
41
年
か
ら
の
高
蔵
寺
ニュ
ー

タ
ウ
ン
開
発
を
含
め
て
、40
年
か
ら
50
年
に
か
け
て

の
10
年
間
に
22
か
所
で
着
手
さ
れ
ま
し
た
。人
口
増

加
と
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
面
積
の
推
移
は
相

互
関
係
に
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
く
、互
い
に
影
響
し

あ
って
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

味美町・知多配水場 配水池施工状況

急
速
な
人
口
増
加

計 画 給 水 区 域 堀之内町、神領町、下市場町、金ヶ口町、大留町、出川町、松本町、東神明町、庄
名町、白山町、気噴町、玉野町、木附町、外之原町、細野町、西屋町、黒鉾町、宮町、
春日井上ノ町、春日井町、下屋敷町、宗法町、味美美濃町、味美上ノ町、味美西本町、
味美白山町、高蔵寺町、高座町、大泉寺町、味美花長町、味美知多町、廻間町の
全部、味美中新町の一部

昭和54年度
12万2,000人（昭和54年度）
26,600m3

深井戸からの地下水
味美知多町、味美花長町、稲口町、廻間町、庄名町、坂下町
重力式急速ろ過方式
昭和39年度～44年度
昭和39年6月1日～45年3月31日
5億3,900万円
5億5,662万円

計 画 目 標 年 度

給 水 人 口

1 日 最 大 給 水 量

水 源 の 種 別

取 水 地 点

浄 水 方 法

工事期間

事 業 費

計 画 期 間

実 施 期 間

予 定 総 額

実 施 総 額

第3期拡張事業計画

春
日
井
市
水
道
事
業
50
年
の
あ
ゆ
み

第
二
章
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第５節

第
４
期
拡
張
事
業　
給
水
能
力
の
向
上

土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
展

新
た
に
５
か
所
の
深
井
戸
を

　

昭
和
40
年
代
に
な
る
と
、市
は
高
度
経
済
成
長

に
伴
う
都
市
化
が
さ
ら
に
進
み
ま
し
た
。ま
た
、昭

和
40
年
に
認
可
を
受
け
た
出
川
土
地
区
画
整
理

事
業
を
皮
切
り
に
、柏
原
、味
美
西
本
町
、勝
川
北

部
、六
軒
屋
、南
部
第
一、大
手
、高
蔵
寺
駅
前
な

ど
、市
内
で
次
々
に
土
地
区
画
整
理
事
業
が
行
わ

れ
、市
街
地
の
造
成
に
よ
り
、急
速
な
宅
地
化
が
進

み
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、人
口
の
増
加
と
、そ
れ
に

伴
う
水
需
要
の
急
増
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、市

域
全
体
の
給
水
状
況
や
水
道
施
設
の
再
検
討
な

ど
、水
需
要
増
加
へ
の
新
た
な
対
策
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。そ
の
た
め
、１
日
最
大
４
万
１
０
０
０
立

方
メ
ー
ト
ル
を
給
水
で
き
る
水
源
の
確
保
と
水
道

施
設
を
整
備
す
る
た
め
に
、昭
和
44
年
４
月
、第
４

期
拡
張
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
日
最
大
給
水
量
４
万
１
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル

を
目
指
し
た
第
４
期
拡
張
事
業
は
、当
時
の
施
設

の
給
水
能
力
に
対
す
る
不
足
水
量
を
補
う
た
め
、

ま
ず
既
設
の
町
屋
配
水
場
周
辺
に
新
た
に
５
か
所

の
深
井
戸
を
設
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
深
井
戸
は
、内
径
３
５
０
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
の
亜
鉛
鍍
金
鋼
管
を
使
い
、下
部
帯
水
層
に
ス
ト

レ
ー
ナ
ー
孔
を
設
け
、管
の
周
囲
に
は
径
６
か
ら
15

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
き
れ
い
な
小
砂
利
を
充
填
し
て
砂

の
流
入
を
防
ぎ
、水
だ
け
を
汲
み
上
げ
る
構
造
を

備
え
て
い
ま
し
た
。

　

深
井
戸
か
ら
汲
み
上
げ
た
水
は
、導
水
管
に
よ
っ

て
町
屋
配
水
場
内
に
導
か
れ
、浄
水
施
設
で
浄
水

さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
浄
水
施
設
は
、原
水
中
に
含
有
す
る
鉄
や
マ

ン
ガ
ン
を
除
去
す
る
た
め
の
も
の
で
、着
水
井
兼
凝

集
沈
殿
池
と
加
圧
ポ
ン
プ
井
、硫
酸
バ
ン
ド
注
入
装

置
、ろ
過
用
加
圧
ポ
ン
プ
設
備
、急
速
ろ
過
装
置
設

備
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

導
水
管
か
ら
流
入
し
た
原
水
は
、ま
ず
、着
水
井

に
入
り
、計
量
し
た
後
、硫
酸
バ
ン
ド
と
塩
素
の
注

入
を
行
い
ま
す
。原
水
は
硫
酸
バ
ン
ド
と
混
ざ
る
こ

昭
和
44
年
〜
昭
和
48
年

（
西
暦
１
９
６
９
年
〜
１
９
７
３
年
）

廻間給水場・制御盤町屋町・町屋送水場 加圧ろ過機
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桃
山
配
水
場
と
東
山
配
水
場
が
完
成

と
に
よ
り
、含
ま
れ
て
い
た
鉄
分
は
硫
酸
バ
ン
ド
と

反
応
し
吸
着
凝
固
さ
れ
、水
と
分
離
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
反
応
を
凝
集
池
・
沈
殿
池
で
、時
間
を
か

け
て
行
い
、次
に
加
圧
ポ
ン
プ
に
よ
っ
て
圧
力
式
急

速
ろ
過
槽
に
圧
送
し
て
鉄
、マ
ン
ガ
ン
の
除
去
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
に
よ
り
、町
屋
配
水
場
の
浄
水
処

理
能
力
は
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

町
屋
配
水
場
で
ろ
過
処
理
さ
れ
た
水
は
、いっ
た

ん
場
内
の
配
水
池
に
貯
水
さ
れ
ま
す
。そ
の
後
、送

水
ポ
ン
プ
に
よ
っ
て
桃
山
町
地
内
に
整
備
し
た
桃
山

配
水
池
に
圧
送
し
、そ
こ
か
ら
自
然
流
下
に
よ
り

配
水
を
行
い
ま
し
た
。

　

桃
山
配
水
場
の
配
水
池
は
、円
形
地
上
式
プ
レ

ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
で
、昭
和
46
年
７

月
、時
間
最
大
給
水
量
を
調
整
す
る
た
め
に
、整

備
し
ま
し
た
。そ
の
大
き
さ
は
内
径
28
メ
ー
ト
ル
、

有
効
水
深
が
６
メ
ー
ト
ル
50
セ
ン
チ
で
、４
０
０
０
立

方
メ
ー
ト
ル
の
貯
水
能
力
と
１
日
最
大
給
水
量
１

万
２
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
を
有
し
ま
し
た
。

　

こ
の
整
備
に
よ
り
町
屋
配
水
場
は
、送
水
場
の
機

能
に
切
り
替
わ
り
、こ
の
町
屋
送
水
場
か
ら
桃
山

配
水
池
へ
の
送
水
管
と
配
水
管
を
同
時
に
布
設
し

ま
し
た
。発
電
機
設
備
は
、既
設
の
発
電
機
設
備
に

隣
接
し
て
、デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
１
基
を
設
置
し
ま

し
た
。既
設
補
助
電
源
は
新
設
ろ
過
加
圧
用
と
既

設
予
備
ポ
ン
プ
用
と
し
て
使
用
し
ま
し
た
。

　

東
山
系
統
に
つ
い
て
は
、桃
山
配
水
場
に
設
置
し

た
ポ
ン
プ
設
備
に
よ
り
、東
山
町
地
内
に
整
備
し

た
東
山
配
水
池
に
圧
送
し
、配
水
池
か
ら
自
然
流

下
に
よ
り
配
水
し
ま
し
た
。こ
の
東
山
配
水
池
か

ら
の
１
日
最
大
配
水
量
は
５
５
２
５
立
方
メ
ー
ト
ル

で
し
た
。

　

昭
和
46
年
11
月
に
完
成
し
た
こ
の
東
山
配
水
場

は
、貯
水
量
４
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
配
水
池
を

備
え
、桃
山
配
水
池
と
同
じ
円
形
地
上
式
プ
レ
ス

ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
で
、大
き
さ
は 

内
径

27
メ
ー
ト
ル
、有
効
水
深
は
７
メ
ー
ト
ル
で
す
。

計 画 給 水 区 域 上野町、坂下町、神屋町、明知町、西尾町、内津町の各一部

昭和47年度
13万2,000人（昭和47年度）
41,000m3

深井戸からの地下水
南下原町、上田楽町、田楽町、大手町
圧力式急速ろ過方式
昭和44年度～47年度
昭和４４年４月１日～４８年３月３１日
5億4,240万円
8億390万円

計 画 目 標 年 度

給 水 人 口

1 日 最 大 給 水 量

水 源 の 種 別

取 水 地 点

浄 水 方 法

工事期間

事 業 費

計 画 期 間

実 施 期 間

予 定 総 額

実 施 総 額

東山町・東山配水場 配水池（奥が1号地、手前が2号池）

第４期拡張事業計画

春
日
井
市
水
道
事
業
50
年
の
あ
ゆ
み

第
二
章
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給
水
能
力
が
飛
躍
的
に
向
上

　　

桃
山・東
山
配
水
場
の
新
設
と
は
別
に
、す
で
に

あ
る
配
水
場
の
給
水
能
力
を
最
大
限
に
生
か
し
、

給
水
区
域
内
に
新
た
に
配
水
管
を
布
設
し
て
、給

水
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

鳥
居
松
配
水
場
か
ら
の
配
水
区
域
で
は
、土
地

区
画
整
理
事
業
に
よ
り
急
速
に
発
展
し
つつ
あ
っ
た

北
部
方
面
の
若
草
通
、瑞
穂
通
、柏
原
町
一
帯
の
配

水
管
整
備
を
進
め
、需
要
の
増
加
に
対
応
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、知
多
配
水
場
か
ら
の
配
水
区
域
で
は
、そ

れ
ま
で
鳥
居
松
配
水
場
系
統
で
あ
っ
た
勝
川
新
町
、

天
神
町
、惣
中
町
、角
崎
町
、勝
川
町
方
面
へ
、１
日

最
大
１
０
５
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
給
水
と
、北
部
方

面
の
稲
口
町
、下
屋
敷
町
、宗
法
町
、如
意
申
町
方

面
の一
部
へ
給
水
す
る
た
め
に
配
水
管
を
整
備
し
ま

し
た
。

　
一
方
、旧
坂
下
簡
易
水
道
給
水
区
域
は
高
蔵
寺

ニュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
に
伴
っ
て
急
速
に
発
展
し
、旧

簡
易
水
道
の
能
力
で
は
十
分
な
給
水
が
徐
々
に
困

難
に
な
って
き
ま
し
た
。そ
の
た
め
、廻
間
配
水
場
系

統
の
給
水
区
域
の一
部
で
あ
っ
た
篠
木
町
方
面
を
、

新
設
し
た
東
山
配
水
場
系
統
に
編
入
替
え
し
た
の

に
続
き
、坂
下
町
、神
屋
町
方
面
へ
の
給
水
を
廻
間

配
水
場
か
ら
行
い
、給
水
に
万
全
を
期
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、昭
和
45
年
４
月
に
は
、公
営
坂
下
地

区
広
域
簡
易
水
道
事
業
を
市
水
道
事
業
へ
統
合

し
、給
水
体
系
の一元
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

第
４
期
拡
張
事
業
開
始
前
に
は
、市
の
水
道
施

設
は
１
日
で
最
大
２
万
３
２
５
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の

給
水
能
力
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、桃
山
配
水

場
と
東
山
配
水
場
の
完
成
に
よ
り
、昭
和
47
年
３

月
に
は
１
日
最
大
３
万
２
８
２
５
立
方
メ
ー
ト
ル
の

給
水
が
可
能
に
な
り
、飛
躍
的
に
給
水
能
力
が
上

が
り
ま
し
た
。一方
、給
水
人
口
も
、第
４
期
拡
張
事

業
の
開
始
前
に
は
11
万
人
余
り
で
し
た
が
、昭
和
46

年
に
は
15
万
人
ほ
ど
に
急
増
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、深
井
戸
に
よ
る
自
己
水
源
は
、こ
れ
が

限
界
で
し
た
。第
４
期
拡
張
事
業
が
始
ま
っ
た
昭
和

44
年
当
初
は
15
万
人
だ
っ
た
市
の
人
口
は
、事
業
完

了
翌
年
の
49
年
に
は
、い
よ
い
よ
20
万
人
の
大
台
に

乗
り
ま
す
。毎
年
約
１
万
人
ず
つ
増
加
す
る
人
口
に

十
分
な
水
を
供
給
す
る
た
め
、新
た
な
手
立
て
を

講
じ
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。

既
設
配
水
場
の
さ
ら
な
る
活
用

知多配水場の自動制御装置
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春
日
井
市
の
人
口
は
、市
と
な
っ
た
昭
和 

18
年
が
５
万
人
台
で
、以
後
32
年
ま
で
多
少

の
増
減
は
あ
り
ま
す
が
、ほ
ぼ
５
万
人
台
が

続
き
ま
し
た
。昭
和
33
年
に
高
蔵
寺
町
と

坂
下
町
を
合
併
し
て
７
万
人
台
と
な
り
、８

万
人
台
と
な
っ
た
36
年
か
ら
50
年
ま
で
は
、

土
地
区
画
整
理
事
業
や
高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
開
発（
昭
和
43
年
入
居
開
始
）に

よ
っ
て
、毎
年
１
万
人
前
後
の
割
合
で
人
口

増
加
が
続
き
ま
す
。10
万
人
を
超
し
た
の
は

昭
和
38
年
、20
万
人
を
超
し
た
の
は
49
年

で
す
。

　

昭
和
40
年
代
か
ら
50
年
代
に
か
け
て
、市

の
人
口
増
加
率
は
常
に
愛
知
県
全
体
の
増

加
率
を
上
回
っ
て
お
り
、特
に
40
年
代
は
県

の
増
加
率
の
３
倍
以
上
の
伸
び
を
示
し
ま

し
た
。こ
の
期
間
中
、県
下
で
は
工
業
化
や

都
市
化
が
進
展
し
、人
口
は
確
実
に
増
え
て

い
た
の
で
す
が
、市
の
人
口
は
そ
れ
を
は
る

か
に
上
回
る
勢
い
で
増
加
し
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
、昭
和
40
年
の
人
口
増
加
率

は
、35
年
と
比
較
す
る
と
愛
知
県
が
１
４
・

１
％
、市
が
５
１・９
％
、昭
和
50
年
は
45
年

と
比
較
す
る
と
愛
知
県
が
１
０
・
０
％
、市

が
３
０
・
８
％
で
し
た
。昭
和
50
年
代
半
ば

か
ら
は
人
口
増
加
率
は
徐
々
に
緩
や
か
に

な
り
、昭
和
55
年
は
50
年
と
比
較
す
る
と

愛
知
県
が
５
・０
％
、市
は
１
３
・７
％
で
し

た
。一
時
期
の
勢
い
は
鈍
化
し
た
と
は
い
え
、

市
の
人
口
は
以
後
も
ゆ
っ
く
り
と
増
加
を

続
け
、平
成
17
年
に
は
30
万
人
を
突
破
し

ま
し
た（
住
民
基
本
台
帳
お
よ
び
外
国
人

登
録
に
よ
る
）。

　

快
適
な
都
市
生
活
を
維
持
す
る
た
め

に
、洗
面
、炊
事
、入
浴
、ト
イ
レ
な
ど
、水
を

必
要
と
す
る
機
会
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
た
工
場
な
ど
に
も
多
く
の
水
が
使
わ
れ

ま
す
。

　

水
道
事
業
は
常
に
先
々
の
人
口
を
想
定

し
て
、人
々
が
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
に

必
要
な
給
水
量
を
見
込
み
、事
業
の
計
画

を
立
て
て
い
ま
す
。し
か
し
、そ
の
予
想
を
上

回
る
ス
ピ
ー
ド
で
人
口
増
加
が
続
い
た
た

め
、市
は
現
在
ま
で
に
７
期
に
わ
た
る
拡
張

事
業
を
実
施
し
、必
要
と
す
る
給
水
量
の

確
保
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

第
４
期
拡
張
事
業
ま
で
は
、地
下
約

２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
深
井
戸
を
水
源
と
し
、

各
家
庭
へ
給
水
す
る
ま
で
の
浄
水
・
送
水
・

配
水
施
設
の
整
備
が
中
心
で
し
た
。

　

現
在
、市
内
に
は
合
計
17
か
所
の
水
源

（
深
井
戸
）が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
水
源
の
内

訳
は
町
屋
送
水
場
７
か
所
、知
多
配
水
場

と
廻
間
配
水
場
各
５
か
所
で
す
。こ
の
３
つ

の
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ
浄
水
施
設
を
備
え
て

い
ま
す
。深
井
戸
か
ら
の
水
量
は
、市
の
水

道
事
業
が
供
給
す
る
水
量
の
約
20
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

人
口
増
加
率
が
県
の

３
倍
以
上
の
時
代
も

自
己
水
源
の
確
保
と

施
設
の
整
備

人口急増の影響

春
日
井
市
水
道
事
業
50
年
の
あ
ゆ
み

第
二
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第６節

第
５
期
拡
張
事
業　
主
水
源
の
転
換

昭
和
47
年
〜
平
成
４
年

（
西
暦
１
９
７
２
年
〜
１
９
９
２
年
）

地
下
水
か
ら
ダ
ムへ

尾
張
水
道
用
水
か
ら
受
水
を
開
始

　

昭
和
40
年
代
後
半
に
入
る
と
、名
古
屋
市
に
隣

接
し
た
春
日
井
市
は
大
都
市
圏
の
ベッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、さ
ら
に
都
市
化
が

進
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
、市
の
水
道

事
業
は
創
設
当
初
か
ら
４
期
の
拡
張
事
業
を
経
て
、

多
く
の
施
設
を
整
備
し
、給
水
区
域
を
拡
大
し
ま

し
た
。そ
の
水
源
は
、す
べ
て
深
井
戸
に
よ
る
地
下

水
で
し
た
が
、こ
の
先
、都
市
化
に
よ
っ
て
さ
ら
に
増

加
す
る
水
需
要
の
水
源
を
、す
べ
て
地
下
水
に
頼
り

続
け
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
た

め
、事
業
開
始
以
来
、初
め
て
ダ
ム
の
水
源
を
基
盤

と
し
た
第
５
期
の
拡
張
事
業
計
画
を
作
成
し
、昭

和
47
年
４
月
に
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。た
だ
し
、

急
速
な
人
口
増
加
や
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、そ
の
後
、３
度
の
事
業

計
画
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
49
年
２
月
、桃
山
町
に
県
水
受
水
ポ
ン
プ
場

を
整
備
し
、愛
知
県
営
尾
張
水
道
用
水
か
ら
の
受

水
を
開
始
し
ま
し
た
。尾
張
水
道
用
水
は
岐
阜
県

の
中
ほ
ど
に
位
置
す
る
金
山
町（
現・下
呂
市
）に
建

設
さ
れ
た
岩
屋
ダ
ム
を
水
源
と
し
、馬
瀬
川
、飛
騨

川
を
経
て
木
曽
川
か
ら
取
水
し
た
水
を
尾
張
地
域

に
給
水
す
る
も
の
で
す
。こ
れ
は
、市
に
と
っ
て
は
初

め
て
の
、ダ
ム
を
水
源
と
す
る
水
で
、こ
れ
を
機
に
、

市
の
主
水
源
は
深
井
戸
に
よ
る
地
下
水
か
ら
、尾
張

水
道
用
水
を
経
由
す
る
ダ
ム
の
水
へ
と
大
き
く
転

換
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

桃
山
配
水
場
で
は
、桃
山
町
の
県
水
受
水
ポ
ン
プ

場
で
県
営
水
道
よ
り
受
水
し
た
８
万
２
０
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
の
県
水
と
、町
屋
送
水
場
か
ら
送
ら
れ
る

８
７
５
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
自
己
水
を
受
け
入
れ
、そ

れ
を
一時
的
に
貯
水
し
た
の
ち
、東
山
配
水
場
へ
１
万

２
８
５
０
立
方
メ
ー
ト
ル
、松
本（
現・東
神
明
）配
水

場
と
王
子（
現・神
屋
西
）配
水
場
へ１
万
５
９
０
０
立

方
メ
ー
ト
ル
を
送
水
し
、桃
山
配
水
区
へ
６
万

２
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
を
配
水
す
る
計
画
で
し
た
。

そ
の
た
め
、桃
山
配
水
場
か
ら
東
山
配
水
場
と
松
本

配
水
場
への
送
水
施
設
と
し
て
、ポ
ン
プ
設
備
と
ポ
ン

プ
室
、補
助
電
源
室
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、桃
山
配
水
池
か
ら
直
接
配
水
す
る
１
日

桃山町・県水受水ポンプ場 受水池神屋町・神屋西配水場 配水池
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最
大
配
水
量
は
６
万
２
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
で
し

た
が
、既
設
の
配
水
池
容
量
は
４
０
０
０
立
方
メ
ー

ト
ル
だ
っ
た
た
め
、新
た
に
２
つ
の
配
水
池
を
設
置
し

ま
し
た
。１
つ
は
内
径
30
メ
ー
ト
ル
、有
効
水
深
７

メ
ー
ト
ル
で
、容
量
５
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
、も
う

１
つ
は
内
径
47
メ
ー
ト
ル
、有
効
水
深
７
メ
ー
ト
ル

で
、容
量
１
万
２
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
で
し
た
。

　
一方
、市
西
部
、東
部
地
域
へ
安
定
し
た
給
水
を
行

う
た
め
、昭
和
49
年
７
月
に
は
西
部
地
域
の
基
盤
施

設
で
あ
る
知
多
配
水
場
に
貯
水
量
１
０
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
の
新
配
水
池
を
整
備
し
た
の
に
続
き
、50

年
３
月
に
は
東
部
地
域
の
東
神
明
町
に
内
径
30
メ
ー

ト
ル
、有
効
水
深
７
メ
ー
ト
ル
で
、容
量
５
０
０
０
立

方
メ
ー
ト
ル
の
配
水
池
を
備
え
た
東
神
明
配
水
場

を
整
備
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
１
日
あ
た
り
最
大

５
万
９
８
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
給
水
能
力
を
確
保

し
ま
し
た
。

　

廻
間
送
水
場
は
、１
日
７
２
５
０
立
方
メ
ー
ト
ル

か
ら
９
６
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
を
浄
水
す
る
施

設
へ
と
増
強
し
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、大
和
配
水
場

か
ら
直
接
配
水
で
き
な
い
地
域
を
解
消
す
る
た
め
、

昭
和
50
年
３
月
、明
知
町
、西
尾
町
の一部
へ
給
水
す

る
増
圧
ポ
ン
プ
２
台
を
備
え
た
明
知
増
圧
ポ
ン
プ
場

を
明
知
町
地
内
に
整
備
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、昭
和
50
年
９
月
に
は
、住
宅
開
発
が
進

む
神
屋
町
西
部
の
高
台
に
貯
水
量
１
０
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
の
貯
水
池
を
備
え
た
神
屋
西
配
水
場
を

整
備
し
、東
神
明
配
水
場
か
ら
送
水
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
代
に
入
る
と
、創
設
時
か
ら
市
民
の
貴

重
な
水
源
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
鳥
居
松

配
水
場
の
深
井
戸
施
設
が
老
朽
化
し
、取
水
量
も

年
々
減
少
し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、昭
和
51
年
４
月
に

施
行
さ
れ
た
愛
知
県
公
害
防
止
条
例（
現・県
民
の
生

活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
）に
よ
り
、当
市
も

地
下
水
の
揚
水
規
制
区
域
と
な
り
、地
下
水
を
水
源

と
す
る
鳥
居
松
配
水
場
が
基
幹
施
設
で
あ
っ
た
市
の

給
水
体
系
に
も
転
換
の
時
期
が
迫
って
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、３
つ
の
配
水
池
を
合
わ
せ
た
貯
水
量

が
２
万
１
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
桃
山
配
水
場
を

基
幹
と
す
る
給
水
体
系
へ
と
転
換
を
図
り
ま
し

た
。そ
の
結
果
、昭
和
56
年
９
月
、創
設
期
か
ら
四

半
世
紀
に
わ
た
り
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た

鳥
居
松
配
水
場
は
そ
の
役
割
を
終
え
、廃
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
給
水
体
系
の
転
換
に
伴
い
、新
施
設
の

整
備
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る

春
日
園
配
水
場
は
、西
尾
町
地
区
の
住
宅
地
へ
給
水

す
る
た
め
、昭
和
59
年
９
月
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

計 画 給 水 区 域 上田楽町、東山町、玉野町、大泉寺町、中切町、松河戸町、上野町、坂下町、神屋町、
熊野町、桜佐町、王子町

昭和60年度
20万人（昭和60年度）
110,000m3（地下水27,560m3、木曽川総合用水82,000m3、愛知用水440m3）
深井戸からの地下水・木曽川総合用水・愛知用水
地下水（稲口町、藤山台）・県水受水（桃山町、高森台）
重力式急速ろ過方式
昭和47年度～60年度
昭和47年4月1日～平成4年3月31日
61億6,700万円
60億2,811万円

計 画 目 標 年 度

給 水 人 口

1 日 最 大 給 水 量

水 源 の 種 別

取 水 地 点

浄 水 方 法

工事期間

事 業 費

計 画 期 間

実 施 期 間

予 定 総 額

実 施 総 額

鳥
居
松
配
水
場
の
廃
止
と

新
施
設
整
備

第5期拡張事業計画

春
日
井
市
水
道
事
業
50
年
の
あ
ゆ
み
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こ
の
施
設
は
、市
で
唯
一の
貯
水
量
50
立
方
メ
ー
ト
ル

の
鋼
鉄
製
高
架
タ
ン
ク
を
備
え
た
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、昭
和
61
年
３
月
に
は
、配
水
場
か
ら
自
然

流
下
に
よ
り
配
水
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
地
域
に
給

水
す
る
た
め
、廻
間
加
圧
ポ
ン
プ
場
と
東
山
加
圧
ポ

ン
プ
場
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、昭
和
61
年
９
月
に
は
、貯
水
量
１
２
３
０
立

方
メ
ー
ト
ル
の
配
水
池
を
備
え
た
神
屋
東
配
水
場

を
整
備
し
、神
屋
工
業
団
地
内
に
は
、こ
こ
か
ら
送

水
ポ
ン
プ
で
配
水
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、昭
和
63
年
９
月
に
は
、神
屋
東
配
水

場
と
神
屋
西
配
水
場
の
間
に
、貯
水
量
１
３
０
０
立

方
メ
ー
ト
ル
の
配
水
池（
高
区
３
０
０
立
方
メ
ー
ト

ル
、低
区
１
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
二
層
式
）を
備

え
た
神
屋
中
配
水
場
を
整
備
し
、神
屋
町
、坂
下

町
地
区
に
給
水
を
始
め
ま
し
た
。こ
の
配
水
場
は
、

東
神
明
配
水
場
か
ら
神
屋
東
配
水
場
へ
の
送
水
管

か
ら
分
岐
し
て
受
水
し
て
い
ま
す
。

　

ダ
ム
を
水
源
と
す
る
県
営
水
道
か
ら
の
受
水
は

年
々
増
加
し
、平
成
２
年
度
に
は
給
水
量
の
６
３
・

１
％
、９
年
度
に
は
６
８
・
６
％
を
占
め
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。し
か
し
、降
水
量
の
少
な
い
年
に
は
ダ

ム
の
貯
水
量
が
減
少
し
、市
民
生
活
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
61
年
８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
３
か
月
間
は
、

過
去
41
年
間
で
最
小
降
雨
と
な
り
、木
曽
川
用
水

管
理
運
営
協
議
会
は
10
月
か
ら
上
水
道
、工
業
用

水
、農
業
用
水
に
対
し
て
、ま
ず
５
％
の
節
水
を
実

施
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、11
月
か
ら
は
20
％
に
ま
で

節
水
が
強
化
さ
れ
た
た
め
、市
は
初
め
て
渇
水
対

策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。そ
し
て
、翌
昭
和
62

年
１
月
に
節
水
が
緩
和
さ
れ
る
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な

渇
水
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
６
年
に
は
、渇
水
に
よ
り
尾
張
水
道

用
水
給
水
地
区
で
は
節
水
が
、愛
知
用
水
に
依
存

し
て
い
た
高
蔵
寺
ニュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
で
は
さ
ら
に
時

間
断
水（
10
日
間
）が
行
わ
れ
る
と
い
う
事
態
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
５
期
拡
張
事
業
は
昭
和
48
年
、51
年
、54
年

と
３
度
の
事
業
計
画
変
更
を
経
て
、平
成
４
年
３

月
に
１
日
最
大
11
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
給
水
能
力

を
備
え
た
施
設
整
備
を
完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
第
５
期
拡
張
事
業
で
は
水
源
の
転
換
に
係

る
整
備
と
と
も
に
、各
配
水
場
の
無
人
化
を
目
的

と
し
た
遠
方
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム
を
桃
山
配
水
場

に
整
備
し
、現
在
の
水
道
体
系
の
基
礎
を
築
き
ま

し
た
。そ
の
意
味
で
、数
々
の
拡
張
事
業
の
中
で
も

特
に
意
義
深
い
重
要
な
事
業
で
し
た
。

初
の
渇
水
対
策
本
部
を
設
置

20
年
に
わ
た
っ
た
拡
張
事
業

西尾町・春日園配水場 高架タンク
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春
日
井
市
で
は
第
４
期
拡
張
事
業
ま
で

は
水
源
を
地
下
水
に
求
め
て
き
ま
し
た
が
、

急
速
な
人
口
増
加
が
見
込
ま
れ
、地
下
水

に
よ
る
自
己
水
源
だ
け
で
は
十
分
な
供
給

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し

た
。そ
こ
で
、市
と
し
て
は
初
め
て
自
己
水

源
で
は
な
い
愛
知
県
営
水
道
か
ら
水
の
供

給
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　　

国
内
の
多
く
の
主
要
河
川
に
は
、上
流

域
に
治
水
と
利
水
を
目
的
と
し
た
ダ
ム
が

建
設
さ
れ
、利
水
目
的
に
は
、一
般
的
に
発

電
や
農
業
用
水
、工
業
用
水
と
並
ん
で
上

水
道
用
水
が
あ
り
ま
す
。

　

愛
知
県
で
は
、昭
和
30
年
代
に
す
で
に
水

道
普
及
率
の
向
上
、人
口
増
加
に
伴
う
水

道
の
需
要
量
の
大
幅
な
増
加
に
対
し
、不

足
を
補
う
た
め
、県
外
に
水
源
を
求
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
水
源
と
し
て
ダ
ム

利
水
を
利
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、こ

の
水
源
開
発
に
は
多
額
の
資
金
と
長
い
年

月
を
要
す
る
た
め
、市
町
村
に
代
わ
っ
て
県

が
水
源
を
確
保
し
、市
町
村
に
水
道
用
水

を
供
給
す
る
こ
と
に
な
り
、愛
知
県
営
水

道
事
業
が
発
足
し
ま
し
た
。昭
和
37
年
１

月
に
は
、牧
尾
ダ
ム
を
水
源
と
す
る
愛
知

用
水
か
ら
給
水
を
開
始
し
、水
路
沿
い
の
13

市
町
村
へ
の
給
水
を
始
め
ま
し
た
。

　

現
在
は
県
内
の
ほ
ぼ
全
域
の
29
市
13
町

等
を
カ
バ
ー
す
る
ま
で
に
な
っ
て
お
り（
名

古
屋
市
と
一
部
周
辺
、三
河
山
間
地
域
の
一

部
を
除
く
）、給
水
量
は
、当
初
は
１
日
平

均
約
２
万
立
方
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
の
が
、平

成
17
年
度
は
約
１
１
６
万
立
方
メ
ー
ト
ル

ま
で
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

給
水
を
受
け
て
い
る
市
町
全
体
で
は
水
量

の
約
70
％
を
県
営
水
道
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
知
県
営
水
道
の
水
源
に
は
、木
曽
川

水
系（
尾
張
地
域
）、矢
作
川
水
系（
西
三

河
地
域
）、豊
川
水
系（
東
三
河
地
域
）の

三
つ
が
あ
り
、本
市
は
木
曽
川
水
系
か
ら
の

水
を
受
け
て
い
ま
す
。木
曽
川
水
系
は
、岩

屋
ダ
ム（
岐
阜
県
下
呂
市
）を
水
源
と
す
る

木
曽
川
総
合
用
水（
尾
張
水
道
用
水
）と
、

牧
尾
ダ
ム（
長
野
県
木
曽
町
）・
阿
木
川
ダ

ム（
岐
阜
県
恵
那
市
）・
味
噌
川
ダ
ム（
長

野
県
木
祖
村
）の
三
つ
の
ダ
ム
を
水
源
と
す

る
愛
知
用
水
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

春
日
井
市
の
水
道
事
業
で
は
、第
５
期

拡
張
事
業
に
お
い
て
、桃
山
町
に
県
水
受

水
ポ
ン
プ
場
を
整
備
し
て
、岩
屋
ダ
ム
を
水

源
と
す
る
木
曽
川
総
合
用
水
の
水
を
受
水

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。ま
た
、高
蔵
寺

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
は
、牧
尾
・
阿
木
川
・

味
噌
川
ダ
ム
を
水
源
と
す
る
愛
知
用
水
か

ら
水
を
受
水
し
て
お
り
、合
計
は
全
給
水

量
の
約
80
％
に
な
り
ま
す
。

自
己
水
源
の
限
界

愛
知
県
営
水
道

木
曽
川
総
合
用
水
と

愛
知
用
水

井戸水からダム水源へ

春
日
井
市
水
道
事
業
50
年
の
あ
ゆ
み
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第７節

第
６
期
拡
張
事
業　
量
的
拡
大
か
ら
質
的
向
上
へ

老
朽
施
設
の
更
新

桃
山
配
水
場
に
管
理
本
館
完
成

　

平
成
に
入
る
と
、施
設
整
備
に
よ
り
水
道
の
普

及
率
が
向
上
し
て
、給
水
区
域
を
拡
大
し
て
い
く

と
い
う
従
来
の
拡
張
整
備
の
時
代
は
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
し
た
。代
わ
っ
て
、昭
和
30
年
代
か
ら
40

年
代
に
か
け
て
建
設
し
た
施
設
が
老
朽
化
し
つ
つ

あ
っ
た
た
め
、既
存
施
設
の
更
新
改
良
・
維
持
管
理

の
時
代
を
迎
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、時

代
が
進
む
に
つ
れ
て
、利
用
者
の
水
道
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
は
、お
い
し
い
水
、厳
し
い
水
質
基
準
、災
害

に
強
い
水
道
な
ど
、多
様
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、平
成
３
年
６
月
に
厚
生
省（
現
・

厚
生
労
働
省
）は「
21
世
紀
に
向
け
た
水
道
整
備
の

長
期
目
標
」（
通
称「
ふ
れ
っ
し
ゅ
水
道
計
画
」）を

策
定
し
、国
民
生
活
の
質
の
向
上
と
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
社
会
の
実
現
を
、水
道
整
備
の
面
か
ら

積
極
的
に
進
め
る
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

市
は
、こ
の
方
針
に
沿
い
、老
朽
施
設
の
更
新（
石

綿
セ
メ
ン
ト
管
布
設
替
）、新
た
な
施
設
の
耐
震
化

（
桃
山
・
東
神
明
配
水
池
の
緊
急
遮
断
弁
設
置

等
）、緊
急
給
水
拠
点
の
確
保
を
重
点
課
題
と
し
ま

し
た
。加
え
て
、他
の
水
道
事
業
者
か
ら
給
水
を
受

け
て
い
る一
部
市
境
地
域
の
市
水
道
事
業
へ
の
編
入

を
計
画
し
、平
成
５
年
４
月
に
第
６
期
拡
張
事
業

に
着
手
し
ま
し
た
。

　

第
６
期
拡
張
事
業
は
、名
古
屋
市
水
道
事
業
か

ら
給
水
を
受
け
て
い
た
市
南
西
部
の
中
新
町
地
区

を
編
入
し
、知
多
配
水
場
か
ら
の
給
水
に
切
り
替

え
る（
平
成
６
年
５
月
に
実
施
）こ
と
と
、市
東
部

の
愛
知
県
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
を
市
水
道
給
水

区
域
に
編
入
す
る（
平
成
12
年
12
月
に
実
施
）こ

と
、10
年
後
の
給
水
人
口
の
増
加
、給
水
量
の
増
大

に
対
応
す
る
諸
施
設
の
拡
充
を
図
る
こ
と
の
３
点

が
目
的
で
し
た
。

　

配
水
施
設
で
は
、平
成
８
年
３
月
に
市
内
最
大
の

有
効
容
量
１
万
７
８
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
桃
山
配

水
場
第
４
号
配
水
池
を
増
設
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ

り
、桃
山
配
水
場
は
基
幹
施
設
と
し
て
の
能
力
を

十
分
に
備
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、時
を

同
じ
く
し
て
、市
東
部
地
域
へ
の
給
水
の
基
幹
と
な

る
東
神
明
配
水
場
に
１
６
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
２

号
配
水
池
を
整
備
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、同
時
期
、

６
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
東
山
配
水
池
を
増
設
す

平
成
５
年
〜
平
成
12
年

（
西
暦
１
９
９
３
年
〜
２
０
０
０
年
）

桃山町・桃山管理本館 中央監視室 建設中の桃山配水場4号配水池
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石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
更
新

る
と
と
も
に
、上
部
槽
７
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
・
下

部
槽
１
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
工
業
団
地
配
水
池

（
現
・
明
知
配
水
池
）と
、３
１
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の

内
津
配
水
池
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、従
来
の
廻
間
送
水
場
系
統
の
明
知

増
圧
ポ
ン
プ
場
、西
尾
ポ
ン
プ
場
、内
津
調
整
池
に

至
る
配
水
系
統
を
廃
止
し
て
、そ
の
代
わ
り
に
新

設
し
た
工
業
団
地
配
水
池
か
ら
送
水
し
、途
中
の

西
尾
加
圧
ポ
ン
プ
場
を
経
て
内
津
配
水
池
へ
送
水

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
へ
の
給
水
は
、こ
の
施
設
が

県
施
設
と
い
う
こ
と
で
、当
初
愛
知
県
営
水
道
事

業
が
担
い
、専
用
水
道
で
運
営
し
て
い
た
た
め
、市

の
給
水
区
域
に
は
含
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の

後
、平
成
５
年
の
第
６
期
拡
張
事
業
の
認
可
時
に

市
水
道
の
給
水
区
域
に
編
入
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
が
、実
際
の
給
水
を
市
が
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、平
成
12
年
12
月
１
日
か
ら
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
10
年
２
月
に
は
、桃
山
配
水
場
内
に

地
上
３
階
・
地
下
１
階
の
管
理
本
館
が
完
成
し
ま

し
た
。中
央
遠
方
監
視
室
に
あ
る
配
水
監
視
制
御

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、市
内
の
給
水
施
設
を
集
中
管
理
、

制
御
し
、効
率
的
な
施
設
運
営
を
行
って
い
ま
す
。

　

第
６
期
拡
張
事
業
で
は
、老
朽
化
し
た
配
水
管

の
更
新
整
備
も
大
き
な
課
題
で
し
た
。昭
和
30
年

代
か
ら
40
年
代
に
か
け
て
布
設
さ
れ
た
配
水
管
の

多
く
は
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
で
、割
れ
や
す
く
耐
震
性

の
面
で
問
題
が
あ
り
、漏
水
の
原
因
の
１
つ
に
も
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

国
は「
ふ
れ
っ
し
ゅ
水
道
計
画
」の
中
で
、石
綿
セ

メ
ン
ト
管
を
早
急
に
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
と
位

置
付
け
ま
し
た
。こ
の
国
の
方
針
に
基
づ
き
、市
は

平
成
12
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
を

鋳
鉄
管
に
布
設
替
え
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
整

備
を
進
め
ま
し
た
。そ
の
結
果
、第
６
期
拡
張
事
業

前
の
平
成
５
年
度
当
初
、市
内
に
約
１
９
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
あ
っ
た
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
は
、12
年
度
末
に

は
約
21
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
残
す
だ
け
と
な
り
ま
し

た
。こ
れ
は
市
内
の
配
水
管
総
延
長
の
約
２
％
に
あ

た
り
ま
す
。

　

ま
た
、長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た「
春
日
井
市
水
道

事
業
」と「
高
蔵
寺
水
道
事
業
」の
統
合
問
題
が
解

決
に
向
け
進
展
す
る
こ
と
に
な
り
、全
面
的
に
拡

張
事
業
を
見
直
し
た
結
果
、新
た
な
拡
張
計
画
の

作
成
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、第
６
期
拡
張
事
業
は

当
初
平
成
14
年
度
ま
で
と
し
た
計
画
期
間
を
途
中

で
打
ち
切
り
、12
年
８
月
に
完
了
と
し
ま
し
た
。予

定
さ
れ
て
い
た
第
６
期
拡
張
事
業
の
未
実
施
事
業

に
つい
て
は
、第
７
期
拡
張
事
業
へ
引
き
継
が
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

計 画 給 水 区 域 給水区域は、市内全域とする。ただし、藤山台 1丁目から5丁目まで及び 8丁目から10 丁
目まで、高森台、岩成台 2丁目及び 4丁目から10 丁目まで、中央台、石尾台、押沢台並び
に高座台 2丁目、4丁目及び 5丁目の各全部並びに藤山台 6丁目及び 7丁目、岩成台 1
丁目及び 3丁目、高座台 1丁目及び 3丁目、高座町、白山町 1丁目、8丁目及び 9丁目、
木附町、外之原町、細野町、廻間町、明知町、西尾町並びに内津町の各一部を除く。

平成14年度
25万1,500人（平成14年度）
124,800m3（地下水25,750m3、木曽川総合用水96,230m3、愛知用水2,820m3）
深井戸からの地下水・木曽川総合用水・愛知用水

平成5年度～14年度
平成5年4月1日～12年8月31日
174億2,000万円
133億4,809万円

計 画 目 標 年 度

給 水 人 口

1 日 最 大 給 水 量

水 源 の 種 別

取 水 地 点

浄 水 方 法

工事期間

事 業 費

計 画 期 間

実 施 期 間

予 定 総 額

実 施 総 額

第6期拡張事業計画

春
日
井
市
水
道
事
業
50
年
の
あ
ゆ
み

第
二
章
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第８節

第
７
期
拡
張
事
業　
水
道
事
業
の
統
合

平
成
12
年
〜

（
西
暦
２
０
０
０
年
〜
）

２
つ
の
水
道
事
業

庄
名
ポ
ン
プ
場
に
よ
る
水
源
の
安
定
化

　

市
の
水
道
事
業
は
、多
様
化
し
た
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
の
施
設
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、市
の
水
道
が
抱
え
る
最
も
大
き
な
課
題
は

解
決
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
は
１
つ
の
行

政
区
域
に「
春
日
井
市
水
道
事
業
」と「
高
蔵
寺
水

道
事
業
」と
い
う
２
つ
の
水
道
事
業
が
存
在
す
る
こ

と
で
し
た
。

　

も
と
も
と
水
の
な
い
丘
陵
地
に
高
蔵
寺
ニュー
タ
ウ

ン
が
計
画
さ
れ
た
の
は
、木
曽
川
の
水
を
知
多
半
島

へ
と
導
水
す
る
愛
知
用
水
が
こ
の
地
域
を
通
り
、水

源
の
確
保
が
容
易
で
あ
っ
た
た
め
で
す
。こ
れ
を
利

用
し
て
同
地
区
への
給
水
を
担
っ
た
の
は
、開
発
を
計

画
し
た
日
本
住
宅
公
団（
現
・
都
市
再
生
機
構
）で

あ
り
、昭
和
43
年
よ
り
独
自
に「
高
蔵
寺
水
道
事

業
」と
し
て
給
水
を
開
始
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り

市
内
に
２
つ
の
水
道
事
業
者
が
存
在
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
２
つ
の
事
業
者
は
同
じ
春
日
井
市

民
の
間
で
給
水
サ
ー
ビ
ス
に
格
差
が
出
な
い
よ
う
、昭

和
56
年
４
月
か
ら
水
道
料
金
の
設
定
を
同
一に
す
る

な
ど
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
が
、取
扱
窓
口
が
違
う

場
所
に
あ
る
な
ど
の
問
題
も
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、こ
の
２
つ
の
水
道
は
水
源
が
異
なって
い
た

た
め
、平
成
６
年
８
月
、牧
尾
ダ
ム
の
枯
渇
に
よ
り
高

蔵
寺
ニュー
タ
ウ
ン
地
区
は
時
間
断
水
が
10
日
間
に
わ

た
って
続
き
、住
民
は
不
便
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。一方
、同
じ
市
内
で
も「
春
日
井
市
水
道

事
業
」が
給
水
す
る
地
域
は
節
水
で
済
み
、給
水

サ
ー
ビ
ス
に
格
差
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ

の
格
差
を
解
消
す
る
た
め
、市
は
平
成
12
年
４
月
１

日
、「
高
蔵
寺
水
道
事
業
」を「
春
日
井
市
水
道
事

業
」へ
統
合
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、第
６
期
拡
張
事
業
の
後
半
３
か
年

に
加
え
て
、災
害
時
に
対
応
で
き
る
施
設
整
備
、水

質
管
理
の
強
化
を
盛
り
込
ん
だ
第
７
期
拡
張
事
業

に
着
手
し
ま
し
た
。 

　

高
蔵
寺
ニュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
に
は
従
来
、牧
尾
ダ
ム

を
水
源
と
す
る
愛
知
用
水
か
ら
の
水
道
水
が
供
給

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、渇
水
に
よ
る
断
水
な
ど
を
防

ぐ
た
め
、地
下
水
と
岩
屋
ダ
ム
を
水
源
と
す
る
木
曽

川
用
水
か
ら
の
水
道
水
も
供
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま

高森台・高蔵寺高区配水場
（平成12年住宅・都市整備公団（現・都市再生機構）より移管）

庄名町・庄名ポンプ場
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地
震
災
害
へ
の
備
え

水
道
法
の一部
改
正
に
よ
る
影
響

し
た
。こ
の
水
源
の
複
数
化
を
実
現
し
た
の
が
、平
成

14
年
12
月
に
整
備
し
た
庄
名
ポ
ン
プ
場
で
す
。

　

庄
名
ポ
ン
プ
場
は
、最
大
送
水
量
が
１
日
１
５
０
０

立
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
能
力
を
備
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ポ
ン
プ
場
が
完
成
し
た
こ
と
で
、両
地
域
の
管

網
の
間
が
送
水
管
で
継
が
れ
る
こ
と
に
な
り
、つ
い

に「
春
日
井
市
水
道
事
業
」と「
高
蔵
寺
水
道
事
業
」

は一体
化
し
ま
し
た
。

　

高
蔵
寺
ニュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
は
愛
知
用
水
と
木
曽

川
総
合
用
水
と
い
う
２
つ
の
県
営
水
道
か
ら
の
水
が

送
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、こ
れ
ま
で
以
上
の
安
定
給

水
が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
、給
水
サ
ー
ビ
ス
の
均
一

化
も
実
現
し
ま
し
た
。

　

国
の
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
は
、東
南
海
地

震
の
今
後
30
年
以
内
の
発
生
確
率
を
60
〜
70
％
程

度
と
公
表
し
て
い
ま
す（
算
定
基
準
日
は
平
成
18

年
１
月
１
日
）。愛
知
県
は
、阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
最
新
の
知
見
や
予
測
技
術

と
県
が
実
施
し
た
活
断
層
調
査
等
に
よ
り
得
ら
れ

た
地
下
構
造
や
地
盤
構
造
に
つ
い
て
の
新
し
い
デ
ー

タ
な
ど
を
活
用
し
た「
愛
知
県
東
海
地
震
・
東
南

海
地
震
等
被
害
予
測
調
査
」を
実
施
し
、平
成
15

年
５
月
に
県
内
各
市
町
村
ご
と
の
調
査
結
果
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

当
市
で
は
、東
海
地
震
が
単
独
で
発
生
し
た
場

合
に
震
度
５
弱
以
下
が
市
域
の
88
％
、東
南
海
地

震
が
単
独
発
生
し
た
場
合
に
震
度
５
強
が
52
％
、

東
海
・
東
南
海
地
震
が
連
動
し
て
発
生
し
た
場
合

に
震
度
５
強
が
63
％
と
高
い
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

第
７
期
拡
張
事
業
で
は
、こ
の
よ
う
な
地
震
対
策

と
し
て
、緊
急
時
の
給
水
拠
点
を
確
保
す
る
た
め
、

桃
山
配
水
場
の
３
つ
の
配
水
池
、高
蔵
寺
高
区
・
中

区
配
水
池
お
よ
び
東
神
明
配
水
池
に
緊
急
遮
断
弁

を
設
置
し
た
ほ
か
、送
配
水
管
に
耐
震
継
手
を
導

入
し
、耐
震
化
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、廻
間
送

水
場
に
排
水
処
理
設
備
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

平
成
16
年
度
に
は
知
多
配
水
場
のｐ
Ｈ
調
整
設
備

を
整
備
し
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
に
は
水
道
法
が一部
改
正
さ
れ
、貯
水

槽
水
道
を
設
置
す
る
場
合
の
、水
道
事
業
者
と
当

該
貯
水
槽
水
道
の
設
置
者
の
責
任
に
関
す
る
事
項

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
基
づ
く
条
例
に
お
い

て
、市
は
、貯
水
槽
水
道
の
管
理
に
関
し
て
必
要
と

認
め
る
場
合
に
は
、貯
水
槽
水
道
の
設
置
者
へ
指

導
、助
言
、勧
告
を
行
い
、貯
水
槽
水
道
の
管
理
等

に
関
す
る
情
報
の
利
用
者
への
提
供
を
行
う
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、簡
易
専
用
水
道
の
設
置
者
は
、法
に
基
づ

計 画 給 水 区 域 高座台1丁目、2丁目、3丁目、4丁目、5丁目、白山町1丁目、8丁目、9丁目、藤山台1丁目、2丁目、
3丁目、4丁目、5丁目、6丁目、7丁目、8丁目、9丁目、10 丁目、岩成台 1丁目、2丁目、3丁目、
4丁目、5丁目、6丁目、7丁目、8丁目、9丁目、10 丁目、高森台 1丁目、2丁目、3丁目、4丁目、
5丁目、6丁目、7丁目、8丁目、9丁目、10 丁目、石尾台 1丁目、2丁目、3丁目、4丁目、5丁目、
6丁目、中央台1丁目、2丁目、3丁目、4丁目、5丁目、6丁目、7丁目、8丁目、押沢台1丁目、2丁目、
3丁目、4丁目、5丁目、6丁目、7丁目

平成22年度
31万9,000人（平成22年度）
142,100m3（地下水22,900m3、木曽川総合用水98,700m3、愛知用水20,500m3）
深井戸からの地下水・木曽川総合用水・愛知用水

平成12年度～22年度
平成12年4月1日～　
78億9,700万円
42億6,635万円（平成17年度末現在）

計 画 目 標 年 度

給 水 人 口

1 日 最 大 給 水 量

水 源 の 種 別

取 水 地 点

浄 水 方 法

工事期間

事 業 費

計 画 期 間

実 施 期 間

予 定 総 額

実 施 総 額

第7期拡張事業計画

春
日
井
市
水
道
事
業
50
年
の
あ
ゆ
み

第
二
章
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桃山配水場

こ
れ
か
ら
の
水
道

き
貯
水
槽
水
道
を
管
理
し
、そ
の
管
理
の
状
況
に

関
す
る
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
ま

し
た
。さ
ら
に
、簡
易
専
用
水
道
以
外
の
貯
水
槽
水

道
の
設
置
者
は
、給
水
条
例
施
行
規
程
に
基
づ
き
、

管
理
及
び
そ
の
管
理
の
状
況
に
関
す
る
検
査
を
行

う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
水
道
法
の
改
正
で
は
、鉛
の
水
質
基
準
に
つい

て
も
基
準
値
が
強
化
さ
れ
た
た
め
、既
存
の
給
水
装

置
を
布
設
替
え
す
る
事
業
に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
第
７
期
拡
張
事
業
は
、平

成
22
年
度
末
に
給
水
人
口
31
万
９
０
０
０
人
、１
日

最
大
14
万
２
１
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
給
水
能
力
を

想
定
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、市
の
人
口

は
、事
業
に
着
手
し
た
平
成
12
年
に
29
万
人
台
に

乗
り
ま
し
た
が
、30
万
人
を
超
し
た
の
は
５
年
後
の

平
成
17
年
で
、こ
の
年
を
基
準
に
今
後
の
人
口
を
推

計
し
て
み
る
と
、平
成
22
年
度
に
や
っ
と
31
万
人
に

手
が
届
く
と
予
測
さ
れ
ま
す
。ま
た
、環
境
問
題
に

関
す
る
意
識
が
市
民
レ
ベ
ル
で
向
上
し
て
い
る
現

在
、大
切
な
資
源
で
あ
る
水
を
無
駄
に
使
わ
な
い
た

め
の
節
水
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、平
成
22

年
度
末
に
は
想
定
し
た
給
水
量
ま
で
達
し
な
い
と
予

測
さ
れ
、今
後
の
計
画
内
容
の
見
直
し
も
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
の
業
務
実
績
と
し
て
は
、総
配
水

量
は
３
５
６
３
万
８
２
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、前
年
度

に
比
べ
て
０
・
２
％
の
減
少
、有
収
水
量
は
３
３
３
２

万
３
３
５
９
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、前
年
度
に
比
べ
て

０
・
１
％
の
減
少
で
し
た
。平
成
17
年
度
の
配
水
量

は
、前
年
度
と
比
べ
減
少
し
ま
し
た
が
、こ
の
こ
と

は
、昨
今
の
節
水
意
識
の
浸
透
拡
大
、節
水
型
機
器

の
開
発
普
及
な
ど
に
よ
り
、市
民
一
人
ひ
と
り
の
使

用
す
る
水
量
が
減
少
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
、こ
の

傾
向
は
、今
後
も
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

市
の
水
道
は
給
水
開
始
か
ら
50
年
が
経
過
し
、

主
要
施
設
の
ほ
と
ん
ど
が
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、

順
次
新
し
い
施
設
へ
の
更
新
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、水
道
を
取
り
巻
く
環
境
は
、従
来
の
増

加
す
る
水
需
要
に
応
え
る
た
め
の「
拡
張
の
時
代
」

か
ら
、安
全
で
安
定
し
た
給
水
を「
維
持
す
る
時

代
」へ
と
移
行
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、安
定
し
た
給

水
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、施
設
の
耐
震
化
を
含
め

た
更
新
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
な
課
題
に
な
って
い
ま
す
。
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高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
の
始
ま
り
は
、

中
京
圏
へ
の
人
口
、産
業
の
集
積
が
急
速
に
進

み
、都
市
勤
労
者
に
対
す
る
住
宅
不
足
が
顕
在

化
し
て
き
た
こ
と
を
受
け
、愛
知
県
が
昭
和
35

年
に
策
定
し
た「
愛
知
県
地
方
計
画
」に
名
古

屋
大
都
市
圏
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発

を
掲
げ
た
こ
と
か
ら
で
す
。こ
れ
と
並
行
し

て
、日
本
住
宅
公
団（
現
・
都
市
再
生
機
構
）で

も
中
京
圏
の
大
規
模
開
発
適
地
の
検
討
を
進

め
て
お
り
、昭
和
35
年
10
月
に
高
蔵
寺
地
区
を

開
発
地
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。高
蔵
寺
地
区

が
選
定
さ
れ
た
の
は
、開
発
予
定
地
区
内
に
国

有
地
あ
る
い
は
県
有
地
を
多
く
含
ん
で
い
た

こ
と
、近
く
を
通
る
国
鉄（
現
・
Ｊ
Ｒ
）中
央
本

線
の
複
線
化
工
事
が
進
み
、電
化
の
計
画
が
あ

り
、名
古
屋
市
中
心
へ
の
輸
送
力
が
確
保
で
き

る
こ
と
、開
発
予
定
地
区
一
帯
が
ゆ
る
や
か
な

丘
陵
地
で
、ま
と
ま
っ
た
住
環
境
が
確
保
で
き

る
こ
と
な
ど
が
主
な
理
由
で
し
た
。し
か
し
、

最
大
の
決
定
要
因
は
、安
定
し
た
水
源
が
確
保

で
き
る
こ
と
で
し
た
。こ
の
時
期
、開
発
予
定

地
内
に
愛
知
県
が
水
利
権
を
有
す
る
愛
知
用

水
が
建
設
中
で
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　

当
時
の
市
の
水
道
は
、地
下
水
を
水
源
と
し

て
供
給
し
て
い
た
た
め
、既
成
市
街
地
で
年
々

増
加
し
続
け
る
水
需
要
に
応
え
て
い
く
に
は

限
界
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
た
め
、高
蔵
寺

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
に
よ
っ
て
生
じ
る
新
た

な
水
需
要
に
対
す
る
水
源
を
独
自
で
確
保
す

る
こ
と
は
困
難
で
し
た
。こ
う
し
た
状
況
か

ら
、各
関
係
機
関
が
協
議
を
重
ね
、こ
の
地
区

を
縦
貫
す
る
愛
知
用
水
に
水
源
を
求
め
る
こ

と
と
し
た
の
で
す
。

　

昭
和
43
年
３
月
に
日
本
住
宅
公
団
が
水
道

事
業
の
認
可
を
厚
生
省（
現･

厚
生
労
働
省
）か

ら
受
け
、こ
こ
に
市
の
水
道
と
は
別
に「
高
蔵

寺
水
道
事
業
」が
誕
生
し
、同
年
５
月
か
ら

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
一
部
に
給
水
を
開
始
し
ま

し
た
。こ
こ
で
は
、愛
知
用
水
幹
線
水
路
か
ら

取
水
し
た
水
を
愛
知
県
が
整
備
し
た
高
蔵
寺

浄
水
場
で
浄
水
し
、そ
れ
を
高
蔵
寺
水
道
事
業

が
住
民
に
給
水
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、昭
和
49
年
に
は
、市
の
水
道
も
木

曽
川
総
合
用
水
事
業
の
岩
屋
ダ
ム
に
よ
る
尾

張
水
道
用
水
か
ら
の
供
給
を
始
め
ま
し
た
。し

か
し
、昭
和
53
年
ご
ろ
か
ら
、市
水
道
事
業
給

水
地
域
と
高
蔵
寺
水
道
事
業
給
水
地
域
の
水

道
サ
ー
ビ
ス
の
一
元
化
を
求
め
る
多
方
面
か

ら
の
要
請
が
あ
り
、関
係
各
機
関
に
お
い
て
も

こ
の
声
を
重
視
し
、幾
度
と
な
く
協
議
を
重
ね

る
と
と
も
に
、住
民
の
な
か
に
お
い
て
も
統
合

へ
の
気
運
が
盛
り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
さ
な
か
、平
成
６
年
に
渇
水
が
起

こ
り
、尾
張
水
道
用
水
か
ら
供
給
さ
れ
る
地
区

は
節
水
、一
方
、愛
知
用
水
か
ら
供
給
さ
れ
る

高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
は
時
間
給
水
と

い
う
、市
民
サ
ー
ビ
ス
に
と
っ
て
不
均
衡
が
生

じ
ま
し
た
。こ
の
こ
と
を
機
に
、さ
ら
に
住
民

か
ら
両
事
業
の
統
合
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
、

統
合
へ
の
機
運
が
一
気
に
醸
成
さ
れ
て
い
っ

た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、平
成
12
年
４
月
１

日
を
も
っ
て
、「
高
蔵
寺
水
道
事
業
」を「
春
日

井
市
水
道
事
業
」に
統
合
す
る
こ
と
と
な
り
、

１
つ
の
行
政
区
域
に
２
つ
の
水
道
事
業
が
並

存
す
る
と
い
う
特
殊
な
状
況
が
解
消
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、平
成
14
年
12
月
、庄
名
町
に
ポ
ン
プ

場
を
建
設
し
、尾
張
水
道
用
水
か
ら
供
給
さ
れ

て
い
る
地
区
と
こ
の
地
区
を
送
水
連
絡
管
で

結
び
、渇
水
等
の
非
常
時
に
お
い
て
も
安
定
し

た
給
水
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

（
出
典
：
高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
20
年
の
記
録　

日
本
住
宅
公
団
中
部
支
社
発
行
）

高蔵寺ニュータウンの水道

春
日
井
市
水
道
事
業
50
年
の
あ
ゆ
み

第
二
章
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拡張事業の変遷

昭和 年

昭和 年

昭和 年

昭和 年

昭和 年

昭和 年

昭和 年

平成元年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

創
設
事
業

第
１
期

拡
張
事
業 第

２
期

拡
張
事
業 第

３
期

拡
張
事
業

第
４
期

拡
張
事
業

第
５
期
拡
張
事
業

第
６
期
拡
張
事
業

第
７
期
拡
張
事
業

井戸水が生活用水

地下水を水源として、一部地域の
400世帯に給水スタート

市内のほぼ全域に給水開始

給水能力の拡大

老朽施設の更新
主要施設の耐震化
緊急給水施設の確保

徐
々
に
給
水
区
域
を
拡
大

徐
々
に
県
水
受
水
量
を
拡
大

愛知県営尾張水道用水から
受水開始

高蔵寺水道事業の統合
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春
日
井
市
の
水
道
施
設

潤
い
あ
る
生
活
の
た
め
に

第三章



　

各
水
源
か
ら
取
水
さ
れ
た
原
水
は
、浄

水
施
設
で
の
処
理
を
経
て
、水
道
水
と
し

て
各
家
庭
へ
給
水
さ
れ
ま
す
。春
日
井
市

の
配
水
管
理
事
務
所
で
は
、24
時
間
体
制

で
水
道
水
の
配
水
・
水
質
管
理
に
努
め
て

い
ま
す
。

第１節

水
道
施
設
の
概
要

安
心
で
き
る
水
を

自己水源（深井戸）

薬品注入機

愛知県営水道

市内17か所の水源（深井戸）
では、地下約200ｍの深さか
ら水を汲み上げています。

凝集池
次亜塩素酸ナトリウム、硫酸バ
ンドなどの薬品を注入して消
毒を行ったり、水の中の不純物
を沈めて取り除いたりします。

ろ過機
凝集池で不純物を取り除い
た水を、ろ過機を通すことで
さらにきれいな水にします。

送水ポンプ
水道水に圧力をかけ、各
配水場へ送ります。

ポンプ井
水道水を各配水場へ
送りやすくするため、
いったん水を貯めて
おきます。

配水管理事務所
取水・浄水・送水・配水を行う各施設
を運転、管理し、配水量の調節や水質
検査などを行っています。

配水場（配水池）
各家庭や事業所などへ
の安定した配水を行うた
め、水道水を一時的に貯
めておきます。

岩屋ダム（岐阜県）
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第
三
章

春
日
井
市
の
水
道
施
設　

 

潤
い
あ
る
生
活
の
た
め
に

　

取
水
施
設
は
、河
川
、ダ
ム
、湖
沼
等
の
地
表
水
や
地
下

水
な
ど
の
水
源
か
ら
、
需
要
に
応
じ
て
良
質
な
原
水
を
安

定
し
て
取
り
入
れ
る
た
め
設
置
さ
れ
て
い
る
施
設
で
す
。

春
日
井
市
で
は
、
市
内
に
深
井
戸
を
掘
り
ポ
ン
プ
で
汲
み

上
げ
た
原
水
を
浄
水
施
設
に
導
水
す
る
施
設
と
、
県
営

水
道
で
浄
化
さ
れ
た
水
を
直
接
受
水
す
る
施
設
が
あ
り

ま
す
。

　

昭
和
40
年
代
か
ら
土
地
区
画
整
理
事
業
が
各
地
区
で

施
行
さ
れ
、
宅
地
の
供
給
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。都
市
化
に
伴
って
、
地
下
水
に
よ
る
自
己
水
源
だ
け
で

は
十
分
な
供
給
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
木

曽
川
総
合
用
水（
尾
張
水
道
用
水
）か
ら
愛
知
県
営
水
道

で
浄
化
さ
れ
た
水
の
供
給
を
受
け
る
た
め
、
県
水
受
水
ポ

ン
プ
場
を
整
備
し
、
昭
和
49
年
２
月
か
ら
受
水
を
開
始
し

ま
し
た
。

第２節

取
水
施
設

廻間第5水源

県水受水ポンプ場（受水による水源）

廻間第5水源県水受水ポンプ場　送水ポンプ室

県
水
受
水
施
設

自己水源
市内には１７か所に深井戸

施設の概要
　 所　在　地 春日井市藤山台９丁目２番地５
　 稼 動 開 始 昭和４７年7月
　 井戸の規模 口径２５０ｍｍ　深さ １30ｍ
　 ポンプ設備 水中モーターポンプ
 １.3ｍ３／min×62m　1台
　 取　水　量 ６９0ｍ３／日（平成17年度実績）

施設の概要
　 所　在　地 春日井市桃山町３丁目２７番地２
　 稼 動 開 始 昭和49年2月
　 受水池容量 ２，０００ｍ３

　 認可受水量  ９８,７００ｍ３／日
　 送水ポンプ設備 １２.５ｍ３／min×16.5m　２台
 ２５.0ｍ３／min×17.0m　５台
　 自家用発電機設備 ６,６００V　７５０KVA

主な施設
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浄
水
施
設
は
水
質
基
準
に
適
合
し

た
安
全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
水
道

水
を
つ
く
る
施
設
で
す
。取
水
し
た
地

下
水
に
は
、鉄
・
マ
ン
ガ
ン
等
が
含
ま
れ

て
い
る
た
め
、次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

を
加
え
酸
化
・
消
毒
し
、さ
ら
に
凝
集

沈
澱
を
行
い
、
懸
濁
物
質
を
急
速
ろ
過

機
で
除
去
し
て
浄
水
に
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
３
か
所
の
浄
水
施
設
で
、
全
配

水
量
の
約
20
％
を
賄
って
い
ま
す
。

　

深
井
戸
か
ら
の
地
下
水
を
浄
化
す
る

施
設
で
、
昭
和
40
年
４
月
か
ら
町
屋
・

牛
山
地
区
に
給
水
を
開
始
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
増
加
す
る
水
需
要
を
賄
う
た

め
、新
た
に
周
辺
に
５
か
所
の
井
戸
を
掘

り
、
浄
水
施
設
を
増
設
し
ま
し
た
。昭

和
46
年
７
月
か
ら
は
送
水
ポ
ン
プ
で
桃

山
配
水
場
へ
送
水
し
て
い
ま
す
。昭
和
52

年
３
月
に
は
、
ろ
過
機
逆
洗
水
の
排
水

処
理
設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。

第３節

浄
水
施
設

町屋送水場急速ろ過器

廻間送水場重力式急速ろ過機 知多配水場凝集沈殿池

町
屋
送
水
場

町屋送水場

施設の概要
　 所　在　地　春日井市町屋町下仲田4081番地２
　 稼 動 開 始　昭和４０年４月
　 認可浄水量　１１，６００ｍ３／日
　 水　　　源　深井戸７か所
　 凝集沈殿池（上下う流式）

　 　L ２２.０m×W 6.1m×H ３.８m
　 ろ　過　機　重力式急速ろ過機　２基　
　 　　　　　　圧力式急速ろ過機　３基

　 ポンプ設備
　　加圧ろ過ポンプ
　　　4.2ｍ３／min×25m　３台
　　真空ポンプ　２台
　　逆洗ポンプ　２台
　　送水ポンプ
　　　6.3ｍ３／min×55m　２台
　 排水処理設備　
　 自家発電機　４４０Ｖ　２５０ＫＶＡ

主な施設
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深
井
戸
か
ら
の
地
下
水
を
浄
化
す
る
施
設
で
す
。公
営

西
部
簡
易
水
道
を
統
合
し
、
昭
和
41
年
８
月
か
ら
味
美

地
区
に
配
水
を
開
始
し
ま
し
た
。昭
和
49
年
２
月
に
は
、

２
系
ろ
過
機
３
基
及
び
貯
水
量
１
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル

配
水
池
を
増
設
し
ま
し
た
。

　

平
成
６
年
３
月
に
は
電
気
・
計
装
設
備
の
更
新
及
び

ろ
過
機（
４
号
機
を
除
く
）の
電
動
化
を
図
り
、逆
洗
の
自

動
化
、
逆
洗
水
の
排
水
処
理
設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。平

成
16
年
に
はｐ
Ｈ
調
整
設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

深
井
戸
か
ら
の
地
下
水
を
浄
化
す
る
施
設
で
す
。こ
こ

で
浄
化
し
た
水
を
廻
間
配
水
場
・
大
和
配
水
場
へ
送
り
、

そ
こ
か
ら
神
屋
町
、坂
下
町
、廻
間
町
地
区
に
昭
和
42
年

６
月
か
ら
配
水
し
て
い
ま
す
。ま
た
、平
成
11
年
３
月
に
は

ｐ
Ｈ
調
整
設
備
を
、
16
年
３
月
に
は
排
水
処
理
設
備
を
設

置
し
ま
し
た
。

知
多
配
水
場

知多配水場

施設の概要
　 所　在　地　春日井市味美町３丁目１５９番地１
　 稼 動 開 始　昭和４１年８月
　 認可浄水量　７，６００ｍ３／日
　 水　　　源　深井戸５か所
　 凝集沈殿池（上下う流式）

　 　L８.０m×W ４.７m×H ４.５m
　 　L１３.５m×W ４.０m×H ５.６m
　 ろ　過　機　重力式急速ろ過機　７基

　 ポンプ設備
　　真空ポンプ １台
　　表洗ポンプ １台
　　逆洗ポンプ １台
　　配水ポンプ　
　 　　4.5ｍ３／min×46m　４台
　 pＨ調整設備
　 排水処理設備
　 自家発電機　２２０Ｖ  ２５０ＫＶＡ
　 配　水　池　３，１８７ｍ３
 （No.1 ２，１８７ｍ３、No.2 １，０００ｍ３）

廻間送水場

施設の概要
　 所　在　地　春日井市廻間町字間瀬口７７番地
　 稼 動 開 始　昭和42年６月
　 認可浄水量　３，７００ｍ３／日
　 水　　　源　深井戸５か所
　 凝集沈殿池（上下う流式）

　 　L １１.８m×W ３.５m×H ３.５m
　 ろ　過　機　重力式急速ろ過機 ４基
　 ポンプ設備
　 　真空ポンプ　１台
　 　逆洗ポンプ　１台
　 　送水ポンプ　2.2ｍ３／min×64m ４台
　 pＨ調整設備
　 排水処理設備
　 自家発電機　２２０Ｖ  １５０ＫＶＡ

主な施設

廻間送水場ポンプ室

廻
間
送
水
場
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第４節

送
水
施
設

　

送
水
施
設
は
、
浄
水
場
か
ら
配
水
池
ま
で
送
水
す
る

施
設
で
、
送
水
管
、
送
水
ポ
ン
プ
、
調
整
池
お
よ
び
バ
ル
ブ

等
の
設
備
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
送
水
方
式
に
は
区
域
の
地

形
に
よ
って
、
自
然
流
下
式
、
ポ
ン
プ
加
圧
式
お
よ
び
そ
の

併
用
式
が
あ
り
ま
す
。春
日
井
市
で
は
市
域
の
特
性
か
ら

す
べ
て
ポ
ン
プ
加
圧
式
を
採
用
し
、
各
配
水
池
に
送
水
し

て
い
ま
す
。

　

東
神
明
町
地
内
に
貯
水
量
５
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の

配
水
池
を
整
備
し
、
水
需
要
が
増
加
し
て
い
た
松
本
町
、

白
山
町
、気
噴
町
、高
蔵
寺
町
等
を
廻
間
配
水
区
か
ら
切

り
替
え
、昭
和
50
年
３
月
か
ら
給
水
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

配
水
場
に
送
水
ポ
ン
プ
室
を
建
設
し
、
昭
和
50
年
９

月
、
神
屋
町
に
建
設
さ
れ
た
神
屋
西
配
水
場
へ
送
水
を
始

め
ま
し
た
。さ
ら
に
昭
和
61
年
９
月
に
神
屋
東
配
水
場
、

63
年
９
月
に
神
屋
中
配
水
場
、平
成
４
年
10
月
に
上
野
配

水
場
、
11
年
12
月
に
明
知
配
水
場
へ
送
水
を
始
め
ま
し

た
。平
成
８
年
２
月
に
は
、
貯
水
量
１
６
０
０
立
方
メ
ー
ト

ル
の
配
水
池
を
増
設
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
東
神
明
配
水
場
は
、
５
か
所
の
配
水
場
へ
送
水

し
、
さ
ら
に
明
知
配
水
場
か
ら
西
尾
ポ
ン
プ
場
を
経
て
、
内

津
配
水
場
ま
で
送
水
し
て
い
る
東
部
地
区
の
重
要
な
施
設

と
な
って
い
ま
す
。

東
神
明
配
水
場

東神明配水場

施設の概要
　 所　在　地　春日井市東神明町字下新田２0番地
　 稼 動 開 始　昭和５０年３月
　 配　水　池　６,６００ｍ３
　  （No.1 ５,０００ｍ３　No.2 １,６００ｍ３）
　 ポンプ設備
　 　送水ポンプ
 2.2ｍ３／min×95m ３台
 5.8ｍ３／min×37m ２台
 0.5ｍ３／min×35m ２台

　 自家発電機　４４０Ｖ　１５０ＫＶＡ
　 　　　　　　４４０Ｖ　３００ＫＶＡ

東神明配水場

主な施設
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配
水
施
設
は
、浄
水
を
貯
留
、輸
送
、分
配
、供
給
す
る

機
能
を
持
ち
、配
水
池
、高
架
タ
ン
ク
、配
水
管
、ポ
ン
プ
お

よ
び
バ
ル
ブ
等
の
設
備
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。配
水
方

式
に
は
自
然
流
下
式
と
ポ
ン
プ
加
圧
式
お
よ
び
そ
の
併
用

式
が
あ
り
ま
す
。春
日
井
市
で
は
、ポ
ン
プ
加
圧
式
の
知
多

配
水
区
を
除
い
て
、
高
台
に
設
置
し
た
配
水
池
に
貯
留
し

た
浄
水
を
自
然
流
下
式
で
配
水
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
46
年
７
月
、
西
山
町
地
内
に
貯
水
量
４
０
０
０
立

方
メ
ー
ト
ル
の
配
水
池
を
整
備
し
、
町
屋
送
水
場
か
ら
浄

水
を
受
水
し
て
時
間
的
に
変
動
す
る
需
要
量
に
対
し
て
、

適
正
な
調
整
を
し
た
の
ち
、町
屋
町
・
牛
山
町
地
区
へ
給

水
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
同
年
11
月
か
ら
、
東
山
配
水
場
へ

も
送
水
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
48
年
に
は
２
号
配
水
池
を
増
設
し
ま
し
た
が
、都

市
化
が
急
速
に
進
み
、自
己
水
源
だ
け
で
は
不
足
す
る
と

予
測
さ
れ
た
た
め
、
翌
年
２
月
か
ら
県
水
受
水
ポ
ン
プ
場

を
経
て
県
営
水
道
か
ら
の
受
水
を
開
始
し
ま
し
た
。昭
和

50
年
３
月
に
は
、東
神
明
配
水
場
へ
も
送
水
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
51
年
に
も
３
号
配
水
池
を
増
設
し
、ま
た
、53
年
３

月
に
は
、
遠
方
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
て
桃
山
配
水

管
理
事
務
所
で
の
集
中
管
理
を
図
り
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
に
は
４
号
配
水
池
を
増
設
し
、
10
年
２
月
に

は
配
水
管
理
事
務
所
の
全
面
更
新
を
行
い
、現
在
の
施
設

が
完
成
し
ま
し
た
。平
成
10
年
４
月
か
ら
は
中
央
監
視
業

務
、さ
ら
に
12
年
４
月
か
ら
は
施
設
維
持
運
転
管
理
業
務

を
委
託
し
て
い
ま
す
。

第５節

配
水
施
設

桃
山
配
水
場

桃山配水場

施設の概要
　 所　在　地　春日井市西山町１６０５番地２
　 稼 動 開 始　昭和４６年７月
　 配　水　池　 ３８，８００ｍ３
 （No.1 ４，０００ｍ３、No.２ ５，０００ｍ３、No.３ １２，０００ｍ３、No.４ １７，８００ｍ３）

　 ポンプ設備
　 　東山系送水ポンプ
　 　　6.2ｍ３／min×60m　３台
　 　東神明系送水ポンプ
　 　　7.1ｍ３／min×60m　３台
　 自家発電機　６,６００Ｖ　１，０００ＫＶＡ

配水管理事務所

施設の概要
　 所　在　地　春日井市西山町１６０５番地２
　 稼 動 開 始　平成１０年２月
　 構　　　造
　 　延床面積　２,９２５m2

　 　３階 水質試験室、会議室
　 　２階 中央遠方監視室、事務室、研修室
　 　１階 電気室

桃山配水管理事務所

主な施設
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昭
和
30
年
３
月 

上
水
道
新
設
（
創
設
）
事

業
計
画
の
認
可
申
請

 
 

８
月 

鳥
居
松
浄
水
場
水
源
の
試
験

掘
開
始

 
 

11
月 

創
設
事
業
認
可

昭
和
31
年
５
月 

水
道
課
設
置

 
 

９
月 

創
設
事
業
着
手

 
 

12
月 

上
水
道
給
水
条
例
公
布
・

施
行（
給
水
料（
う
ち
メ
ー

タ
ー
使
用
料
含
む
）制
定
）

昭
和
32
年
１
月 

鳥
居
松
浄
水
場
施
設
一
部

完
成

 
 

４
月 

鳥
居
松
町
始
め
３
町
の
一

部
地
域
に
給
水
開
始

 
 

12
月 

高
蔵
寺
町
上
水
道
新
設
事

業
認
可
（
合
併
後
公
営
東

部
簡
易
水
道
事
業
）

昭
和
33
年
10
月 

公
営
東
部
簡
易
水
道
事
業

着
手

 
 

11
月 

公
営
西
部
簡
易
水
道
事
業

認
可

昭
和
34
年
２
月 

公
営
西
部
簡
易
水
道
事
業

着
手

昭
和
35
年
２
月 

第
１
期
拡
張
事
業
認
可

 
 

３
月 

創
設
事
業
完
了

 
 
 

公
営
東
部
簡
易
水
道
事
業

完
了

 
 
 

公
営
西
部
簡
易
水
道
事
業

完
了

 
 

４
月 

第
１
期
拡
張
事
業
着
手

昭
和
36
年
４
月 

上
水
道
給
水
条
例
を
廃
止

給水人口・総配水量
給水人口

総配水量・1人1日当たり配水量

資　

料　

編

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000
（人）

※高蔵寺水道事業を統合（平成12年4月1日）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

※高蔵寺水道事業を統合（平成12年4月1日）

昭和32 40383634 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 平成元 3 5 7 9 11 12 13 15 17（年度）

昭和32 40383634 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 平成元 3 5 7 9 11 12 13 15 17（年度）
0

50

100

150

200

250

300

350

400
（ ）（千m3）

1人1日当たり配水量（ ）

総配水量（千m3）
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し
、
水
道
事
業
給
水
条
例

を
施
行
（
料
金
等
制
定
）

昭
和
37
年
３
月 

鳥
居
松
配
水
場
（
前
・
浄

水
場
）
完
成

 
 

４
月 

地
方
公
営
企
業
法
を
適
用

 
 

５
月 

水
道
料
金
改
定

 
 

７
月 

公
営
坂
下
地
区
広
域
簡
易

水
道
事
業
認
可

 
 

10
月 

公
営
坂
下
地
区
広
域
簡
易

水
道
事
業
着
手

 
 

12
月 

第
２
期
拡
張
事
業
認
可

昭
和
38
年
10
月 

第
２
期
拡
張
事
業
着
手

 
 

12
月 

第
３
期
拡
張
事
業
認
可

昭
和
39
年
３
月 

第
１
期
拡
張
事
業
完
了

 
 
 

公
営
坂
下
地
区
広
域
簡
易

水
道
事
業
完
了

 
 
 

水
道
料
金
改
定

 
 

６
月 

第
３
期
拡
張
事
業
着
手

昭
和
40
年
４
月 

町
屋
配
水
場
完
成

 
 

10
月 

第
３
期
拡
張
事
業
変
更
認
可

昭
和
41
年
３
月 

第
２
期
拡
張
事
業
完
了

 
 

４
月 

水
道
部
設
置
（
業
務
課
、

施
設
課
）

 
 
 

公
営
西
部
簡
易
水
道
事
業

を
市
水
道
事
業
に
統
合

 
 

８
月 

知
多
配
水
場
完
成

昭
和
42
年
６
月 

公
営
東
部
簡
易
水
道
お
よ

び
公
営
坂
下
地
区
広
域
簡

易
水
道
区
域
の
廻
間
町
を

市
水
道
事
業
に
統
合

 
 
 

廻
間
浄
水
場
完
成

昭
和
43
年
３
月 

廻
間
配
水
場
完
成

 
 

10
月 

水
道
部
に
監
理
課
設
置

昭
和
44
年
１
月 

第
４
期
拡
張
事
業
認
可

 
 

４
月 

水
道
料
金
改
定

 
 
 

第
４
期
拡
張
事
業
着
手

配水管の延長・料金体系

配水管の延長

収益的収支の推移

資 

料 

編
（km）

（百万円）

※高蔵寺水道事業を統合（平成12年4月1日）
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※高蔵寺水道事業を統合（平成12年4月1日）
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収入額：上段

支出額：下段

昭和32 40383634 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 平成元 3 5 7 9 11 12 13 15 17（年度）

昭和32 40383634 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 平成元 3 5 7 9 11 12 13 15 17（年度）
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昭
和
45
年
３
月 

第
３
期
拡
張
事
業
完
了

 
 
 

細
野
受
水
ポ
ン
プ
場
・
細
野

配
水
場
完
成
・
県
営
愛
知
用

水
水
道
か
ら
受
水
開
始

 
 

４
月 

公
営
坂
下
地
区
広
域
簡
易
水

道
を
市
水
道
事
業
に
統
合

昭
和
46
年
３
月 

大
和
配
水
場
・
神
屋
増
圧

ポ
ン
プ
場
完
成

 
 

７
月 

桃
山
配
水
場
一
部
完
成
・

町
屋
配
水
場
を
町
屋
送
水

場
に
名
称
変
更

 
 

11
月 

東
山
配
水
場
完
成

昭
和
47
年
３
月 

第
５
期
拡
張
事
業
認
可

 
 

４
月 

第
５
期
拡
張
事
業
着
手

昭
和
48
年
３
月 

第
４
期
拡
張
事
業
完
了

 
 

５
月 

水
道
施
設
分
担
金
制
定

 
 

６
月 

第
５
期
拡
張
事
業
第
１
次

変
更
認
可

 
 

10
月 

水
道
料
金
改
定

昭
和
49
年
２
月 

県
水
受
水
ポ
ン
プ
場
完
成

 
 
 

県
営
尾
張
水
道
用
水
か
ら
受

水
開
始

 
 

４
月 

水
道
部
に
配
水
課
設
置

昭
和
50
年
３
月 

東
神
明
配
水
場
・
明
知
増

圧
ポ
ン
プ
場
完
成

 
 

９
月 

神
屋
西
配
水
場
完
成

昭
和
51
年
４
月 

水
道
料
金
改
定

 
 
 

水
道
施
設
分
担
金
改
定

 
 
 

愛
知
県
公
害
防
止
条
例

（
現
・
県
民
の
生
活
環
境
の

保
全
等
に
関
す
る
条
例
）

に
よ
り
揚
水
規
制
区
域
と

な
る

 
 

８
月 

桃
山
配
水
場
完
成

用途別水道料金 ( 単位 : 円 )

区　分 用　途
最低給水量

超過料金／月
水　量 料金／月

専　用　栓

家事用 8m3まで 200 25
営業用 20m3まで 600 30
湯屋用 200m3まで 3,000 15
官公署学校病院用 50m3まで 1,500 30
工業用 100m3まで 3,000 30
娯楽用 5m3まで 500 100
工事その他一時用 1m3まで 50 50

共　用　栓 家事用 (計量栓 ) 8m3まで 160 20

料金体系

メーター使用料金 ( 単位 : 円 )

メーター口径 料金／月

13mm 30
20mm 35
25mm 50
40mm 100
50mm 240
75mm 350

100mm 450

創設時の料金制度（昭和31年）

基本料金の推移 ( 単位 : 円 )

区分 年 昭和 55年 昭和 59年 昭和 61年 平成 9年～

一　般　用

メーター口径 基本料金 /月
13mm 650 830 930 930
20mm 750 1,080 1,230 1,230
25mm 1,100 1,800 2,100 2,100
30mm 1,600 3,000 3,500 3,500
40mm 2,800 5,400 6,400 6,400
50mm 5,000 8,000 9,500 9,500
75mm 11,000 20,000 23,800 23,800

100mm 18,000 34,000 40,500 40,500
150mm − − − 88,400
200mm − − − 125,900

湯　屋　用 − 5,000 5,000 5,000 5,000
一　時　用 − 1,600 3,500 3,500 3,500

口径別料金制度への移行（昭和55年から）

従量料金の推移 ( 単位 : 円 )

区分 年 昭和 55年 昭和 59年 昭和 61年 平成 9年～

一　般　用

メーター口径 使用水量 m3当たり料金 /月

25mm以下

11～ 20m3 70 85 95 95
21～ 30m3 95 110 125 125
31～ 40m3 120 140 160 160
41～ 50m3 140 190 190 190
51～ 100m3 160 215 215 215
101m3以上 170 − − −

30mm以上

40m3以下 120 − − −
50m3以下 − 190 190 190

41～ 100m3 150 − − −
51～ 100m3 − 215 215 215
101～ 200m3 170 220 220 220
201m3以上 190 230 230 230

湯　屋　用 − 201m3以上 25 25 25 25

一　時　用 −
11m3以上 170 − − −
全使用量 − 230 230 230
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11
月 

第
５
期
拡
張
事
業
第
２
次

変
更
認
可

昭
和
52
年
３
月 

町
屋
送
水
場
に
排
水
処
理

施
設
完
成

 
 
 

第
５
期
拡
張
事
業･

第
１
次
・

第
２
次
変
更
事
業
完
了

昭
和
53
年
３
月 

桃
山
配
水
場
に
遠
方
監
視

制
御
設
備
完
成

昭
和
54
年
４
月 

桃
山
配
水
場
管
理
事
務
所

で
集
中
監
視
開
始
（
鳥
居

松
・
町
屋
・
知
多
・
廻
間
施

設
の
無
人
化
）

昭
和
54
年
６
月 

施
設
課
を
工
務
課
に
組
織

変
更

 
 

11
月 

第
５
期
拡
張
事
業
第
３
次

変
更
認
可

昭
和
55
年
４
月 

水
道
料
金
改
定
（
メ
ー

タ
ー
使
用
料
廃
止
）

昭
和
56
年
９
月 

鳥
居
松
浄
水
場
廃
止

昭
和
59
年
４
月 

水
道
料
金
改
定（
第
一
次
・

口
径
別
料
金
制
度
へ
移

行
）

 
 
 

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
布
設

替
事
業
着
手

 
 

９
月 

春
日
園
増
圧
ポ
ン
プ
場
・
配

水
場
完
成

昭
和
60
年
４
月 

工
務
課
・
配
水
課
を
工
務

課
・
配
水
管
理
事
務
所
に

組
織
変
更

昭
和
61
年
１
月 

水
道
料
金
改
定（
第
２
次
）

 
 

３
月 

廻
間
加
圧
ポ
ン
プ
場
完
成

 
 
 

東
山
加
圧
ポ
ン
プ
場
完
成

 
 

４
月 

水
道
料
金
計
算
事
務
の
電

算
化

分担金の推移（昭和48年から） ( 単位 : 円 )

メーター口径
金   額

昭和 48年 昭和 51年 平成 9年
13mm 27,000 60,000 60,000
20mm 59,000 131,000 131,000
25mm 97,000 215,000 215,000
30mm 141,000 313,000 313,000
40mm 298,000 662,000 662,000
50mm 503,000 1,117,000 1,117,000
75mm 1,257,000 2,791,000 2,791,000

100mm 2,731,000 6,063,000 6,063,000
150mm − − 16,577,000
200mm − − 34,306,000

給水区域の変遷

春日井市上水道創設時給水区域
第１期拡張事業給水区域
第２期拡張事業給水区域
第３期拡張事業給水区域
第４期拡張事業給水区域
第５期拡張事業給水区域
第６期拡張事業給水区域
第７期拡張事業給水区域
上水道創設時の市域

資 

料 

編
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９
月 

神
屋
東
配
水
場
完
成

 
 

11
月 

渇
水
対
策
本
部
設
置
（
東

海
大
渇
水
）

昭
和
63
年
９
月 

神
屋
中
配
水
場
完
成

平
成
元
年
４
月 

水
道
料
金
改
定
（
消
費
税

３
％
）

平
成
４
年
３
月 

第
５
期
拡
張
第
３
次
変
更

事
業
完
了

 
 

10
月 

上
野
配
水
場
完
成

平
成
５
年
３
月 

第
６
期
拡
張
事
業
認
可

 
 

４
月 

第
６
期
拡
張
事
業
着
手

平
成
６
年
３
月 

知
多
配
水
場
汚
泥
処
理
施

設
完
成
（
併
せ
て
電
気
設

備
改
修
）

 
 

５
月 

中
新
町
地
区
を
市
水
道
に

編
入
（
名
古
屋
市
水
道
か

ら
の
越
境
給
水
廃
止
）

 
 

７
月 

渇
水
対
策
本
部
設
置
（
異

常
渇
水
）

平
成
７
年
１
月 

「
阪
神
淡
路
大
震
災
」
へ

の
給
水
支
援
（
13
日
間
、

宝
塚
市
）

 
 

３
月 

桃
山
・
知
多
配
水
区
連
絡

バ
ル
ブ
施
設
完
成

平
成
８
年
２
月 

桃
山
配
水
池
増
設
（
No.
４
）

 
 
 

東
神
明
配
水
池
増
設
（
No.

２
）・
ポ
ン
プ
施
設
完
成

平
成
９
年
３
月 

玉
野
ポ
ン
プ
場
・
配
水
場

完
成

 
 

４
月 

水
道
料
金
改
定
（
消
費
税

５
％
）

平
成
10
年
２
月 

桃
山
配
水
場
管
理
本
館
完
成

平
成
11
年
３
月 

廻
間
送
水
場
Ｐ
Ｈ
調
整
設

備
完
成

施　設　名 所　在　地 稼動開始年 送水先 ポンプ設置数（台） 自家用発電機（基）

平成 11年 明知配水場
昭和 61年 神屋東配水場 3
昭和 63年 神屋中配水場
平成 4年 上野配水場 2

廻間送水場 廻間町字間瀬口 77番地 昭和 42年 廻間配水場 4 1
春日園ポンプ場 西尾町字前新田 345番地 昭和 59年 春日園配水場 2 1
神屋ポンプ場 坂下町 5丁目 1215番地 189 昭和 46年 大和配水場 2 1
西尾ポンプ場 西尾町字西番場 6番地 8 平成 12年 内津配水場 2 1
玉野ポンプ場 玉野台 2丁目 9番地 8 平成 9年 玉野配水場 2 1
庄名ポンプ場 庄名町字山之田 1011番地 36 平成 15年 高蔵寺高区配水場 2 1

合　　計 36 11

4 配水施設
施　設　名 所　在　地 給水開始年 給　水　地　域 有効容量

（m3）
施設能力
（m3/日） 緊急遮断弁設置年

知多配水場 味美町3丁目159番地1 知多町、味美町、美濃町、花長町、西本町、
味美白山町、中新町、勝川新町、勝川町、
味美上ノ町、稲口町他

3,187 7,570
　1号配水池 昭和41年 2,187 −
　2号配水池 昭和49年 1,000 −
桃山配水場 西山町1605番地2 牛山町、大手町、町屋町、鷹来町、田楽町、

鳥居松町、瑞穂通、八事町、六軒屋町、八
田町、上条町、下条町、中切町、松河戸町、
柏原町、柏井町、松新町、勝川町、如意申
町、勝川町、東野町他

38,800 67,853
　1号配水池 昭和46年 4,000 平成16年
　2号配水池 昭和48年 5,000 平成16年
　3号配水池 昭和51年 12,000 平成14年
　4号配水池 平成8年 17,800 平成8年
東山配水場 東山町字東山2343番地337

桃山町、東野町、西山町、東山町、篠木町、
林島町、熊野町、下原町、下市場町他

10,000 18,020
　1号配水池 昭和46年 4,000 平成12年
　2号配水池 平成11年 6,000 平成11年
玉野配水場 玉野台2丁目19番地10 平成9年 玉野町、玉野台他 1,100 1,680 平成9年
東神明配水場 東神明町字下新田20番地

出川町、気噴町、神領町、大留町、高蔵寺
町、白山町、松本町、東神明町他

6,600 13,830
　1号配水池 昭和50年 5,000 平成17年
　2号配水池 平成8年 1,600 平成8年
神屋西配水場 神屋町字長坂1602番地14 昭和50年 坂下町、廻間町他 1,000 1,620 −
神屋中配水場 神屋町字地福1295番地222

神屋町、坂下町他
1,300 1,920

　低区配水池 昭和63年 1,000 1,600 昭和63年
　高区配水池 昭和63年 300 320 昭和63年
神屋東配水場 神屋町字引沢1番地20 昭和60年 神屋町他 1,230 1,870 昭和60年
上野配水場 上野町721番地5 平成4年 緑が丘団地地区 500 550 平成4年
明知配水場 明知町字頓明1423番地10

明知町他
1,700 1,814

　低区配水池 平成11年 1,000 1,750 平成11年
　高区配水池 平成11年 700 64 平成11年
廻間配水場 廻間町大字洞681番地29 昭和43年 廻間町他 3,000 1,000 −
大和配水場 神屋町海道654番地416 昭和46年 ネオポリス地区 1,500 2,690 −
春日園配水場 西尾町前新田353番地167 昭和59年 春日園地区 50 836 −
内津配水場 内津町字北山418番地1 平成12年 西尾町、内津町 310 347 平成12年
高蔵寺高区配水場 高森台8丁目4番地3 平成12年 高森台、石尾台、中央台、押沢台他 4,000 7,600 平成16年（No1号池）

高蔵寺中区配水場 高森台4丁目10番地1 平成12年 高森台、藤山台、中央台他 4,900 8,300 平成16年
高蔵寺低区配水場 高森台3丁目17番地2 平成12年 岩成台、藤山台、高座台他 2,100 4,600 −
合　　計 81,277 142,100
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12
月 

明
知
配
水
場
完
成

平
成
12
年
１
月 

東
山
配
水
池
増
設
（
No.
２
）

 
 

３
月 

西
尾
ポ
ン
プ
場
完
成
（
明

知
・
西
尾
増
圧
ポ
ン
プ
場

廃
止
）

 
 
 

第
７
期
拡
張
事
業
認
可

 
 

４
月 

第
７
期
拡
張
事
業
着
手

 
 
 

高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地

区
を
市
水
道
事
業
に
統
合

 
 

８
月 

内
津
配
水
場
完
成

 
 
 

第
６
期
拡
張
事
業
完
了

 
 

12
月 

愛
知
県
心
身
障
害
者
コ
ロ

ニ
ー
地
区
を
市
水
道
事
業

に
編
入

平
成
13
年
３
月 

東
山
配
水
池
緊
急
遮
断
弁

設
置
（
No.
１
）

 
 

11
月 

細
野
ポ
ン
プ
場
・
配
水
場

廃
止

平
成
14
年 

12
月 

庄
名
ポ
ン
プ
場
完
成

平
成
15
年
３
月 

桃
山
配
水
池
緊
急
遮
断
弁

設
置
（
No.
３
）

 
 

４
月 

貯
水
槽
水
道
の
管
理
業
務

指
導

平
成
16
年
３
月 

水
道
水
質
検
査
計
画
策
定

 
 
 

廻
間
送
水
場
排
水
処
理
設

備
完
成

 
 

４
月 

桃
山
配
水
池
緊
急
遮
断
弁

設
置
（
No.
１
・
２
）

平
成
17
年
３
月 

知
多
配
水
場
Ｐ
Ｈ
調
整
設

備
完
成

 
 
 

高
蔵
寺
高
区
（
No.
１
）・
中

区
配
水
池
緊
急
遮
断
弁
設
置

 
 

６
月 

渇
水
対
策
本
部
設
置

平
成
18
年
１
月 

東
神
明
配
水
池
緊
急
遮
断

弁
設
置
（
No.
１
）

1 取水施設
（1）自己水源（深井戸）

施　設　名 所　在　地 さく井年 口径（mm） 深さ（m） ポンプ
設置数（台）

1日平均取水量
（m3/日）

町屋送水場第 1水源 町屋町字下仲田 4081番地 2 昭和 46年 φ 125 207 1 994
町屋送水場第 2水源 大手町字本田 62番地 1 昭和 40年 φ 150 205 1 467
町屋送水場第 3水源 南下原町 253番地 昭和 47年 φ 125 176 1 1,818
町屋送水場第 4水源 南下原町 512番地 昭和 45年 φ 125 264 1 1,721
町屋送水場第 5水源 上田楽町字内浦 2940番地 4 昭和 47年 φ 125 250 1 1,520
町屋送水場第 6水源 大手町 1丁目 114番地 昭和 46年 φ 150 238 1 1,432
町屋送水場第 7水源 田楽町字大坪 1130番地 2 昭和 47年 φ 100 250 1 1,671
知多配水場第 1水源 味美町 3丁目 159番地 1 昭和 40年 φ 100 210 1 1,548
知多配水場第 2水源 花長町 2丁目 3番地 10 昭和 39年 φ 125 175 1 2,086
知多配水場第 3水源 美濃町 3丁目 143番地 昭和 43年 φ 100 185 1 1,723
知多配水場第 4水源 勝川新町 2丁目 31番地 昭和 46年 φ 100 196 1 2,063
知多配水場補助水源 稲口町 1丁目 7番地 6 昭和 48年 φ 125 150 1 1,053
廻間送水場第 1水源 廻間町字間瀬口 77番地 昭和 42年 φ 125 230 1 758
廻間送水場第 2水源 庄名町字ヤムケ 990番地 8 昭和 41年 φ 80 215 1 380
廻間送水場第 3水源 坂下町 5丁目 1231番地 昭和 43年 φ 100 200 1 453
廻間送水場第 4水源 庄名町字川崎 452番地 昭和 44年 φ 100 205 1 休止中
廻間送水場第 5水源 藤山台 9丁目 2番地 5 昭和 47年 φ 125 155 1 691

合　　計 17 20,378
※1日平均取水量は、平成17年度決算による

（2）受水による水源（供給点）

施　設　名 所　在　地 受水開始年 水　源 （主なダム） 承認基本
給水量（m3/日）

1日平均
受水量（m3/日）

県水受水ポンプ場 桃山町 3丁目 27番地 2 昭和 49年 尾張水道用水 （岩屋ダム） 78,600 61,855
高蔵寺高区配水場 高森台 8丁目 4番地 3 平成 12年 愛知用水 （牧尾ダム） 7,000 5,829
高蔵寺中区配水場 高森台 4丁目 10番地 1 平成 12年 愛知用水 （牧尾ダム） 5,700 4,793
高蔵寺低区配水場 高森台 3丁目 17番地 2 平成 12年 愛知用水 （牧尾ダム） 4,500 3,459

合　　計 95,800 75,936
※1日平均取水量は、平成17年度決算による

2 浄水施設
施　設　名 所　在　地 稼動開始年 ろ過機設置数（基） 施設能力（m3/日）

町屋送水場 町屋町字下仲田 4081番地 2 昭和 40年 5 22,000
知多配水場 味美町 3丁目 159番地 1 昭和 41年 7 9,900
廻間送水場 廻間町字間瀬口 77番地 昭和 42年 4 9,600

合　　計 16 41,500

3 送水施設
施　設　名 所　在　地 稼動開始年 送　水　先 ポンプ設置数（台） 自家用発電機（基）

町屋送水場 町屋町字下仲田 4081番地 2 昭和 40年 桃山配水場 2 1
県水受水ポンプ場 桃山町 3丁目 27番地 2 昭和 49年 桃山配水場 7 1

桃山配水場 西山町 1605番地 2
昭和 46年 東山配水場 3

1
昭和 50年 東神明配水場 3

東神明配水場 東神明町字下新田 20番地 昭和 50年 神屋西配水場 2 2

施設一覧（平成18年４月１日現在）
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水とともに５０年
春 日 井 市 水 道 事 業 ５０ 年 史

編集後記

水道事業50年史編集委員会

編集委員　伊藤一義　松本晶三　加藤　彰　田中芳樹
事 務 局　溝口泰博　坂野　智

　春日井市の水道事業は、昭和 32 年 4月に一部地域に給水を開始して以来、平成 19 年で 50
周年を迎えることになります。これを記念いたしまして｢春日井市水道事業５０年史｣を刊行すること
になりました。これに伴い、平成 18 年６月に「水道事業 50 年史編集委員会」を設置し、監理課に
事務局を置くとともに、職員４名を委員に選任し、日常業務に携わりながら水道 50 年の歴史を振り
返り、そのあゆみをまとめる作業を行うこととしました。
　編集にあたっては、「見やすく、読みやすく」を目標に、水道事業の変遷を網羅的かつ忠実に収
録することを基本方針として、できる限り古い記録や施設の写真等の掲載に努めました。作業にあ
たっては、市の歴史書である「春日井市史現代編」を参考に進めたものの、必要とする資料が各部
署に散在していたため、その収集・整理には煩雑を極めました。特に、当時の写真が整理されてな
く、水道部の書庫からなかなか見つけ出すことができませんでした。このため、広報広聴課の資料
書庫で写真の山と格闘しつつ、やっと事業創設当時の施設写真等を見つけることができました。こ
うしたことはもとより、委員の業務経験が浅いことに加え、発刊までの期間が短く、頻繁に会議を重
ねなければなりませんでした。また、関係部署と何回となく協議を重ねる中で、原稿の修正や新たに
気付いた事項の加筆など、その作業量は膨大になり、まさに慌ただしい日々 が幾日も続きました。
　このように時間の制約があったとはいえ、十分な編集を行うことができなかった責任を痛感してお
りますが、この半世紀の歴史を調べるにつれ、数多くのことを知ることができ、改めて安全な水の安
定した供給の必要性を知らされた感であります。

　平成 19 年３月

編集・発行／春日井市 水道部 監理課
 〒486-8686 春日井市鳥居松町5丁目44番地
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